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Ⅰ 調査の概要 

 

１ 調査の目的 

男女共同参画に関する市民の意識と実態を把握するとともに、平成 29 年度を始期とする、

燕市男女共同参画推進条例に基づく「男女共同参画基本計画｣策定の基礎資料とすることを目

的に実施しました。 
 

２ 調査項目 

（1）男女の地位の平等について 

（2）家庭生活等に関する考え方について 

（3）仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）について 

（4）女性の社会参画について 

（5）男女の人権について 

（6）男女共同参画社会に向けた法制度等について 

（7）ご意見・ご要望等 

（8）回答者の属性 
 

３ 調査の設計 

（1）調査地域：燕市全域 

（2）調査対象：満 18歳以上の男女 

（3）標 本 数：2,000 人（住民基本台帳から無作為抽出） 

（4）調査方法：郵送法（配布・回収とも） 

（5）調査期間：平成 27年 11 月 2日～11 月 16 日 
 

４ 回収結果 

有効回収数（率）＝ 860（43.0%） 

 

５ 報告書の見方 

 （1）結果は百分率（％）で表示し、小数点以下第２位を四捨五入して算出しました。四捨

五入の結果、個々の比率の合計が100％にならないことがあります。 

また、複数回答の質問(２つ以上の回答を認めた質問)では、合計が100％を超えるこ

とがあります。 

（2）図表中の「n」とは回答者総数(または該当者質問での該当者数)のことで、100％が何

人の回答に相当するかを示す比率算出の基数です。 
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860 42.6 55.5 1.9 10.1 12.7 18.4 18.7 23.4 14.9 1.9

男性 366 100.0 0.0 0.0 10.7 13.7 17.2 17.8 24.3 16.4 0.0

女性 478 0.0 100.0 0.0 10.0 12.3 19.9 20.1 23.4 14.2 0.0

無回答 16 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

１８～２９歳　計 87 44.8 55.2 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

１８～２９歳　男性 39 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

１８～２９歳　女性 48 0.0 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

３０～３９歳　計 109 45.9 54.1 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

３０～３９歳　男性 50 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

３０～３９歳　女性 59 0.0 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

４０～４９歳　計 158 39.9 60.1 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

４０～４９歳　男性 63 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

４０～４９歳　女性 95 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

５０～５９歳　計 161 40.4 59.6 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

５０～５９歳　男性 65 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

５０～５９歳　女性 96 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

６０～６９歳　計 201 44.3 55.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

６０～６９歳　男性 89 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

６０～６９歳　女性 112 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

７０～７９歳　計 128 46.9 53.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

７０歳以上　男性 60 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

７０歳以上　女性 68 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

無回答　計 16 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

無回答　男性 - - - - - - - - - - -

無回答　女性 - - - - - - - - - - -

自営業・家事従事者（農林漁業） 33 54.5 45.5 0.0 0.0 3.0 3.0 30.3 33.3 30.3 0.0

自営業・家事従事者（商業） 44 43.2 56.8 0.0 0.0 4.5 11.4 20.5 31.8 31.8 0.0

自営業・家事従事者（工業） 43 53.5 46.5 0.0 2.3 9.3 16.3 16.3 39.5 16.3 0.0

その他の自営業（開業医、弁護士等） 10 50.0 50.0 0.0 0.0 20.0 30.0 20.0 10.0 20.0 0.0

正社員・正職員 311 57.2 42.8 0.0 13.8 21.5 28.3 23.5 12.2 0.6 0.0

パート・アルバイト・派遣社員・契約社員 152 20.4 79.6 0.0 10.5 13.8 27.0 23.7 22.4 2.6 0.0

内職・在宅ワーク 7 42.9 57.1 0.0 28.6 14.3 14.3 14.3 14.3 14.3 0.0

専業主婦・主夫 84 0.0 100.0 0.0 4.8 9.5 7.1 13.1 44.0 21.4 0.0

学生 20 35.0 65.0 0.0 95.0 5.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

無職 118 57.6 42.4 0.0 0.8 1.7 3.4 2.5 36.4 55.1 0.0

その他 22 63.6 36.4 0.0 4.5 0.0 9.1 40.9 22.7 22.7 0.0

無回答 16 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

結婚している（同棲・事実婚含む） 636 44.3 55.7 0.0 3.6 12.6 19.2 21.9 26.4 16.4 0.0

離別・死別 77 26.0 71.4 2.6 1.3 7.8 18.2 18.2 29.9 22.1 2.6

未婚 128 49.2 50.8 0.0 49.2 18.0 17.2 6.3 7.0 2.3 0.0

無回答 19 5.3 21.1 73.7 0.0 0.0 0.0 0.0 5.3 21.1 73.7

共働きしている 392 43.1 56.9 0.0 4.6 16.3 27.8 27.3 18.1 5.9 0.0

夫のみが働いている 102 49.0 51.0 0.0 3.9 12.7 11.8 22.5 34.3 14.7 0.0

妻のみが働いている 23 56.5 43.5 0.0 0.0 4.3 0.0 21.7 56.6 17.4 0.0

夫婦共に働いていない（退職した場合含む） 110 40.9 59.1 0.0 0.9 0.9 0.0 0.9 40.9 56.4 0.0

無回答 9 55.6 44.4 0.0 0.0 11.1 11.1 33.3 44.4 0.0 0.0

乳幼児 84 41.7 57.1 1.2 14.3 56.0 26.2 2.4 0.0 0.0 1.2

小学生 103 48.5 51.5 0.0 2.9 28.2 28.3 8.7 1.9 0.0 0.0

中学生 59 42.4 57.6 0.0 0.0 11.9 69.5 16.9 0.0 1.7 0.0

高校生 56 35.7 60.7 3.6 0.0 0.0 62.5 28.6 3.6 1.8 3.6

専門生・短大・大学生 75 46.7 52.0 1.3 4.0 0.0 38.7 46.7 4.0 5.3 1.3

上記以外 404 41.6 57.2 1.2 0.5 0.2 2.7 27.7 42.6 25.0 1.2

子供はいない 197 46.2 51.8 2.0 35.5 20.3 18.8 9.6 7.6 6.1 2.0

無回答 35 31.4 54.3 14.3 2.9 8.6 5.7 5.7 31.4 31.4 14.3

単身世帯
（一人暮らし） 43 37.2 58.1 4.7 7.0 7.0 23.3 4.7 32.6 20.9 4.7

夫婦のみ 177 39.0 59.3 1.7 6.2 10.7 7.3 14.7 30.5 28.8 1.7

二世帯
（親と子） 401 45.6 53.1 1.2 8.0 15.7 22.2 19.0 21.4 12.5 1.2

三世帯
（祖父母と親と子） 189 40.2 58.7 1.1 16.4 10.1 21.7 27.0 18.0 5.8 1.1

その他 28 46.4 50.0 3.6 21.4 3.6 7.1 14.3 32.1 17.9 3.6

無回答 22 40.9 45.5 13.6 18.2 18.2 13.6 9.1 18.2 9.1 13.6
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Ⅱ 調査結果の概要 

１．男女の地位の平等について 

(1)男女の地位の平等感について 

問１ 次のような場面・分野において男女の地位の平等について、あなたのお考えに最

も近いものはどれですか。①~⑧それぞれの項目ごとに○をつけてください。 

（○はそれぞれ１つだけ）  
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5.5 

0.7 

2.2 

1.5 
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0.7 

0.5 

0.3 

1.5 

0.2 

1.0 

4.0 

13.5 

27.0 

16.0 

9.7 

14.0 

10.5 

9.5 

0.8 

1.3 

1.3 

1.2 

1.0 

0.9 

1.0 

0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性が優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている 

平等である どちらかといえば女性が優遇されている 

女性が優遇されている わからない 

無回答 

(n=860) 

 

①家庭生活の中で 

②職場の中で 

③学校教育の中で 

④地域社会（自治会

など）の中で 

⑤社会通念・慣習・

しきたりで 

⑥法律や制度の 
面で 

⑦政治・経済活動の

場で 

⑧社会全体として 

①家庭生活の中で 

②職場の中で 

③学校教育の場で 

④地域社会（自治会

など）の中で 

⑤社会通念・慣習・

しきたりで 

⑥法律や制度の 
面で 
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【全体結果】  

「平等である」の割合が最も高い項目は、③「学校教育の場で」（55.8％）であり、過半

数を占めている。次いで、①「家庭生活の中で」（35.6％）、⑥「法律や制度の面で」（35.6％）、

④「地域社会（自治会など）の中で」（25.2％）となっている。 

 『男性が優遇されている（「男性が優遇されている」と「どちらかといえば男性が優遇され

ている」の合計比率、以下同）』では、⑤「社会通念・慣習・しきたりで」（73.1％）、⑧「社

会全体として」（69.1％）、⑦「政治・経済活動の場で」（68.6％）、②「職場の中で」（54.9％）、

④「地域社会（自治会など）の中で」（53.6％）、①「家庭生活の中で」（51.4％）がいずれも

過半数を占めている。 

 『女性が優遇されている（「女性が優遇されている」と「どちらかといえば女性が優遇され

ている」の合計比率、以下同）』では、①「家庭生活の中で」（8.2％）、⑥「法律や制度の面

で」（7.0％）、②「職場の中で」（6.1％）の順となっている。 

 

【前回調査(平成 23 年度)との比較】 

 「平等である」の割合が高い項目では、①「家庭生活の中で」（35.6％）が7.7ポイント増

加し、⑥「法律や制度の面で」（35.6％）と同率で２番目に高くなった。 

 『男性が優遇されている』の割合が高い項目では、⑤「社会通念・慣習・しきたりで」（73.1％）

が9ポイント増加し、⑧「社会全体として」（69.1％）が4.6ポイント減尐したことにより１番

割合が高くなった。 

 

「平等である」の割合が高い項目 

      Ｈ23 年調査（n=893）           今回調査（n=860） 

 ・学校教育の場で       57.0％   ・学校教育の場で       55.8％ 

 ・法律や制度の面で      34.7％   ・法律や制度の面で      35.6％ 

 ・地域社会の中で       28.6％   ・家庭生活の中で       35.6％ 

 ・家庭生活の中で       27.9％   ・地域社会の中で       25.2％ 

 

『男性が優遇されている』の割合が高い項目 

      Ｈ23 年調査（n=893）           今回調査（n=860） 

 ・社会全体として       73.7％   ・社会通念・慣習・しきたりで 73.1％ 

 ・社会通念・慣習・しきたりで 64.1％   ・社会全体として       69.1％ 

 ・政治・経済活動の場で    55.2％   ・政治・経済活動の場で    68.6％ 

 ・職場の中で         54.7％   ・職場の中で         54.9％ 

 ・家庭生活の中で       52.2％   ・地域社会の中で       53.6％ 

 ・地域社会の中で       42.9％   ・家庭生活の中で       51.4％ 
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①家庭生活の中で 
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６０～６９歳
(n=89) 

７０歳以上
(n=60) 

女性１８～２９歳
(n=48) 
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７０歳以上
(n=68) 

男性が優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている 

平等である どちらかといえば女性が優遇されている 

女性が優遇されている わからない 

無回答 
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【全体結果】 

 家庭生活における男女の地位の平等感については、「平等である」は 35.6％、『男性が優遇

されている』は 51.4％となっている。 

 

【性別・年齢階層別】 

 「平等である」（男性 40.2％、女性 31.4％）は男性の方が 8.8 ポイント高い。『男性が優遇

されている』（男性 42.9％、女性 58.8％）は、女性の方が 15.9 ポイント高い。 

 年齢別にみると、全ての年代で「平等である」の割合が女性よりも男性の方が高くなる傾

向が見られた。また、男女ともに中～高齢層で『男性が優遇されている』の割合が高く、60

歳代（男性 51.6％、女性 69.7％）、50 歳代（男性 49.2％、女性 64.6％）、の順になっている。 

 

【就労状況別】 

 

就労状況による回答状況は、あまり違いのない結果となっている。 

 

【前回調査(平成 23 年度)との比較】 

 

 「平等である」（今回 35.6％、前回 27.9％）は、前回より 7.7 ポイント増加した。『男性が

優遇されている』は前回との差はほとんど見られない。 
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②職場の中で 
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無回答 
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【全体結果】 

 職場における男女の地位の平等感については、「平等である」は 24.2％、『男性が優遇され

ている』が 54.9％で過半数を占めている。 

 

【性別・年齢階層別】 

 「平等である」（男性 29.0％、女性 20.7％）は、男性の方が 8.3 ポイント高い。『男性が優

遇されている』（男性 51.6％、女性 57.1％）は、女性の方が 5.5 ポイント高い。 

 年齢別にみると、「平等である」は、30 歳代（男性 40.0％、女性 37.3％）の割合が１番高

く、『男性が優遇されている』は、女性の 30 歳代（57.6％）と、40 歳代（男性 57.2％、女性

64.3％）、50 歳代（男性 53.8％、女性 58.3％）、60 歳代（男性 55.1％、女性 64.3％）で過半

数を超えている。 

 

【前回調査(平成 23 年度)との比較】 

 

 「平等である」（今回 24.2％、前回 21.9％）は前回よりも 2.3 ポイント増加した。『男性が

優遇されている』は、前回との差はほとんどみられない。  
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③学校教育の場で 
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３０～３９歳
(n=59) 

４０～４９歳
(n=95) 

５０～５９歳
(n=96) 
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女性が優遇されている わからない 

無回答 
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【全体結果】 

 学校教育における男女の地位の平等感については、「平等である」が 55.8％で全８項目の中

で最も割合が高い。『男性が優遇されている』は 13.0％、『女性が優遇されている』は 2.9％、

「わからない」が 27.0％であった。 

 

【性別・年齢階層別】 

 「平等である」（男性 57.7％、女性 54.4％）は、男性の方が 3.3 ポイント高い。『男性が優

遇されている』（男性 10.4％、女性 15.1％）は、女性の方が 4.7 ポイント高い。 

 年齢別にみると、「平等である」は、男性の 50 歳代（67.7％）、30 歳代（66.0％）と、女

性の 40 歳代（71.6％）、30 歳代（61.0％）で特に高くなっている。 

 

【前回調査(平成 23 年度)との比較】 

 

 「平等である」（今回 55.8％、前回 57％）は 1.2 ポイント減尐したが、『男性が優遇されて

いる』（今回 13.0％、前回 15.2％）が 2.2 ポイント、『女性が優遇されている』（今回 2.9％、

前回 3.1％）が 0.2 ポイントそれぞれ減尐し、「わからない」と「無回答」の合計（今回 28.3％、

前回 24.7％）が 3.6 ポイント増加している結果となった。 
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女性が優遇されている どちらとも言えない 無回答 
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④地域社会（自治会など）の中で 
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【全体結果】 

 地域社会における男女の地位の平等感については、「平等である」は 25.2％、『男性が優遇

されている』が 53.6％と過半数を占めている。 

 

【性別・年齢階層別】 

 「平等である」（男性 32.5％、女性 19.0％）は、男性の方が 13.5 ポイント高い。『男性が

優遇されている』（男性 47.8％、女性 58.2％）は、女性の方が 10.4 ポイント高い。 

年齢別にみると、『男性が優遇されている』の割合が、男女ともに 50 歳代（男性 55.4％、

女性 65.6％）と 60 歳代（男性 56.1％、女性 68.8％）で特に高くなっている。 

 

【前回調査(平成 23 年度)との比較】 

 

 「平等である」（今回 25.2％、前回 28.6％）は前回より 3.4 ポイント減尐し、『男性が優遇

されている』（今回 53.6％、前回 42.9％）が 10.7 ポイント増加した。 
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⑤社会通念・慣習・しきたりの中で 
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無回答 
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【全体結果】 

 社会通念・慣習・しきたりにおける男女の地位の平等感については、「平等である」が 13.8％

で全 8 項目の中で最も低い割合となった。対して、『男性が優遇されている』は 73.1％で、

全 8 項目の中で最も高い割合となった。 

 

【性別・年齢階層別】 

 「平等である」（男性 18.3％、女性 9.8％）は、男性の方が 8.5 ポイント高い。『男性が優遇

されている』（男性 68.9％、女性 77.2％）は、女性の方が 8.3 ポイント高い。 

 年齢別にみると、男女ともに 50 歳代（男性 78.5％、女性 83.3％）、60 歳代（男性 77.6％、

女性 80.4％）で『男性が優遇されている』の割合が高くなっている。 

 

【前回調査(平成 23 年度)との比較】 

 

 『男性が優遇されている』（今回 73.1％、前回 64.1％）が前回より 9 ポイント増加した。「平

等である」と『女性が優遇されている』は、前回との差はほとんどみられない。 
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⑥法律や制度の面で 
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全体(n=860) 
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(n=39) 

３０～３９歳
(n=50) 

４０～４９歳
(n=63) 

５０～５９歳
(n=65) 

６０～６９歳
(n=89) 

７０歳以上
(n=60) 

女性１８～２９歳
(n=48) 

３０～３９歳
(n=59) 

４０～４９歳
(n=95) 

５０～５９歳
(n=96) 

６０～６９歳
(n=112) 

７０歳以上
(n=68) 

男性が優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている 
平等である どちらかといえば女性が優遇されている 
女性が優遇されている わからない 
無回答 
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【全体結果】 

 法律や制度における男女の地位の平等感については、「平等である」は 35.6％、『男性が優

遇されている』が 42.5％である。 

 

【性別・年齢階層別】 

 「平等である」（男性 48.1％、女性 26.2％）は、男性の方が 21.9 ポイント高く、『男性が

優遇されている』（男性 29.8％、女性 52.3％）は、女性の方が 22.5 ポイント高くなっており、

男女の意識の差が大きい。 

 年齢別にみると、「平等である」は、30 歳代の男性（54.0％）の割合が最も高く、『男性が

優遇されている』は、50 歳代の女性（59.4％）が最も高い。 

 

【前回調査(平成 23 年度)との比較】 

 

 前回との差はほとんどみられない。 
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男性が優遇されている どちらかといえば 

男性が優遇されている 

平等である どちらかといえば 

女性が優遇されている 

女性が優遇されている どちらとも言えない 無回答 
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⑦政治・経済活動の場で 
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(n=39) 
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(n=50) 
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(n=63) 

５０～５９歳
(n=65) 

６０～６９歳
(n=89) 

７０歳以上
(n=60) 

女性１８～２９歳
(n=48) 

３０～３９歳
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６０～６９歳
(n=112) 

７０歳以上
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男性が優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている 
平等である どちらかといえば女性が優遇されている 
女性が優遇されている わからない 
無回答 
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【全体結果】 

 政治・経済活動の場における男女の地位の平等感について、「平等である」は 19.0％で、『男

性が優遇されている』が 68.6％となっており、不平等感が強い傾向にある。 

 

【性別・年齢階層別】 

 「平等である」（男性 29.2％、女性 11.3％）は、男性の方が 17.9 ポイント高い。『男性が

優遇されている』（男性 60.9％、女性が 74.7％）は、女性の方が 13.8 ポイント高くなってい

る。 

 年齢別にみると、すべての年齢層で『男性が優遇されている』の割合が過半数を占めてい

る。特に女性の 40 歳代（86.4％）が最も高い割合となっている。 

 

【前回調査(平成 23 年度)との比較】 

 

 「平等である」（今回 19.0％、前回 20.5％）は、前回より 1.5 ポイント減尐し、『男性が優

遇されている』（今回 68.6％、前回 55.2％）が 13.4 ポイント増加し、不平等感が増加傾向で

ある。  
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男性が優遇されている どちらかといえば 

男性が優遇されている 

平等である どちらかといえば 

女性が優遇されている 

女性が優遇されている どちらとも言えない 無回答 
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⑧社会全体として 
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男性(n=366) 

女性(n=478) 

男性１８～２９歳
(n=39) 

３０～３９歳
(n=50) 

４０～４９歳
(n=63) 

５０～５９歳
(n=65) 

６０～６９歳
(n=89) 

７０歳以上
(n=60) 

女性１８～２９歳
(n=48) 

３０～３９歳
(n=59) 

４０～４９歳
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(n=96) 

６０～６９歳
(n=112) 

７０歳以上
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男性が優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている 

平等である どちらかといえば女性が優遇されている 

女性が優遇されている わからない 

無回答 
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【全体結果】 

 社会全体としての男女の地位の平等感について、『男性が優遇されている』は 69.1％で、全

8 項目の中で 2 番目に高い割合となった。「平等である」は 17.2％であり、不平等感が強い傾

向にある。 

 

【性別・年齢階層別】 

 「平等である」（男性 22.1％、女性 13.4％）は、男性の方が 8.7 ポイント高い。『男性が優

遇されている』（男性 63.1％、女性 74.0％）は、女性の方が 10.9 ポイント高くなっている。

女性の方が不平等感を強く感じている。 

 年齢別にみると、『男性が優遇されている』は、男性は 50 歳代（72.3％）、女性では 40 歳

代（82.1％）が最も高い割合となった。「平等である」は、男女ともに若い世代の方が、高い

割合を示す結果となった。 

 

【前回調査(平成 23 年度)との比較】 

 

 「平等である」（今回 17.2％、前回 11.9％）は、前回より 5.3 ポイント増加している。『男

性が優遇されている』（今回 69.1、前回 73.7％）は 4.6 ポイント減尐している。 
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方が優遇されている 

平等である どちらかといえば女性の 

方が優遇されている 

女性の方が優遇 

されている 

わからない 無回答 
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(2)男女平等社会の実現のために必要なこと 

問２ 今後、男女が社会のあらゆる分野で平等になるために、必要なことは何だと思いま

すか。３つまでお選びください。（○は３つまで） 
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14.9 
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1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

全体(n=860) 

男性(n=358) 

女性(n=471) 

男性が、家事･育児などをすること

に対する抵抗感を無くすこと 

男女が共に社会や組織を支える一

員であるという認識を持つこと 

仕事中心の生き方･考え方を改め、

仕事と家庭生活のバランスがとれ

た生き方をすること 

女性の就業、社会進出を支援する制

度やサービスの充実を図ること 

従来、男性が就く職業、女性が就く

職業と考えられていた仕事に男女

が共に進出すること 

女性も技能、技術、資格などを習得･

取得し、能力を向上させること 

職場での女性の能力や考え方を尊

重すること 

男性も家事･育児や介護などについ

て、知識や方法を取得すること 

家庭で、家事･育児、教育などを男

女で分担すること 

男女が共に経済的に自立すること 

女性も政治の場、公的機関や企業な

どにおける方針決定の場へ進出す

ること 

法律や制度の見直しを行い、性別に

よる差別につながるものを改める

こと 

その他 

無回答 

わからない 
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【全体結果】 

 「男性が家事・育児などをすることに対する抵抗感を無くすこと」（33.3％）の割合が最も

高く、次いで「男女がともに社会や組織を支える一員であるという認識を持つこと」（32.9％）、

「仕事中心の生き方・考え方を改め、仕事と家庭の生活のバランスがとれた生き方をするこ

と」（32.6％）と続いている。 

 

【性別による結果】 

 男性では、「男女がともに社会や組織を支える一員であるという認識を持つこと」（38.0％）、

女性では「男性が家事・育児などをすることに対する抵抗感を無くすこと」（40.6％）が、そ

れぞれ最も高い割合となった。 

男女で最も差が大きいのは、「男性が家事・育児などをすることに対する抵抗感を無くすこ

と」（男性 24.6％、女性 40.6％）で 16 ポイントの差があった。 

 

【前回調査との比較】 

※この設問は今回の調査から追加した。 
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２．家庭生活等に関する考え方について 

(1)男性は仕事、女性は家庭という考え方 

問３ あなたは次の①～④の考え方について、どのように思いますか。あなたの考え方に最も

近いものを項目ごとに○をつけてください。 

 

【全体結果】 

 『そう思う（「そう思う」「どちらかといえばそう思う」の合計比率、以下同）』の割合が最

も高いのは、②「男性も女性と平等に家事・育児・介護をすべきである」（78.2％）となって

いる。 

 一方、『そう思わない（「そう思わない」「どちらかといえばそう思わない」の合計比率、以

下同）』の割合が最も高いのは、①「男性は仕事、女性は家庭を中心にする方がよい」、（58.4％）

であった。 
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そう思う どちらかといえばそう思う 
どちらかといえばそう思わない そう思わない 
無回答 

(ｎ=860) 

①男性は仕事、女性
は家庭を中心にす
る方がよい 

②男性も女性と平等
に家事･育児･介護
をすべきである 

③子どもが小さいう
ちは母親が育児に
専念すべきである 

④女性は仕事を持つ
のはよいが、家事･
育児はきちんとす
べきである 
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【前回調査(平成 23 年度)との比較】 

 

「男性は仕事、女性は家庭を中心にする方がよい」は、前回は『そう思う（47.6％）』の方

が『そう思わない（47.5％）』より多かったが、今回は『そう思う（38.5％）』より『そう思

わない（58.4％）』の方が多くなった。 
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①男性は仕事、女性は家

庭を中心にする方が

よい 

②男性も女性と平等に

家事をすべきである 

⑤子供が小さいうちは

母親が子育てに専念

すべきである 

④女性は仕事をもつのは

よいが、家事･育児はき

ちんとすべきである 

(n=893) 
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①男性は仕事、女性は家庭を中心にする方がよい 
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５０～５９歳
(n=65) 

６０～６９歳
(n=89) 

７０歳以上
(n=60) 

女性１８～２９歳
(n=48) 

３０～３９歳
(n=59) 

４０～４９歳
(n=95) 

５０～５９歳
(n=96) 

６０～６９歳
(n=112) 

７０歳以上
(n=68) 

そう思う どちらかといえばそう思う 
どちらかといえばそう思わない そう思わない 
無回答 
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【全体結果】 

 ①「男性は仕事、女性は家庭を中心にする方がよい」という考え方に対して、『そう思う』

の割合は 38.5％、『そう思わない』は 58.4％となり、『そう思わない』の方が 19.9 ポイント

高い。 

 

【性別・年齢階層別】 

 『そう思う』（男性 46.4％、女性 33.1％）の割合は、男性の方が 13.3 ポイント高い。『そ

う思わない』（男性 50.2％、女性 64.4％）は、女性の方が 14.2 ポイント高くなっている。 

 年齢別にみると、男性は『そう思う』の割合が、70 歳以上を除き年齢が上がるにつれて高

くなる傾向にあるが、女性では割合にばらつきがみられた。『そう思わない』は、女性の 18

～29 歳（73.0％）が最も高い。 

 

【前回調査(平成 23 年度)との比較】 

 

 『そう思う』（今回 38.5％、前回 47.6％）の割合は 9.1 ポイント減尐し、『そう思わない』

（今回 58.4％、前回 47.5％）が 10.9 ポイント増加した。 

前回は『そう思う』と『そう思わない』の割合がほぼ同じであったが、今回は『そう思う』

より『そう思わない』が 19.9 ポイント高くなり、前回と意識の変化が見られた。 
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②男性も女性と平等に家事・育児・介護をすべき 

 

  

31.7 

25.7 

36.4 

41.0 

38.0 

27.0 

18.5 

20.2 

20.0 

52.1 

42.4 

33.7 

43.8 

35.7 

14.7 

46.5 

45.9 

47.3 

38.5 

42.0 

54.0 

52.3 

48.3 

35.0 

39.6 

49.2 

46.3 

45.8 

46.4 

55.9 

13.8 

20.2 

9.0 

12.8 

12.0 

12.7 

26.2 

23.6 

28.3 

6.3 

8.5 

12.6 

5.2 

9.8 

10.3 

5.3 

4.4 

6.1 

7.7 

8.0 

3.2 

1.5 

4.5 

3.3 

2.1 

6.3 

5.2 

7.1 

13.2 

2.6 

3.8 

1.3 

3.2 

1.5 

3.4 

13.3 

1.1 

0.9 

5.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=860) 

男性(n=366) 

女性(n=478) 

男性１８～２９歳
(n=39) 

３０～３９歳
(n=50) 

４０～４９歳
(n=63) 

５０～５９歳
(n=65) 

６０～６９歳
(n=89) 

７０歳以上
(n=60) 

女性１８～２９歳
(n=48) 

３０～３９歳
(n=59) 

４０～４９歳
(n=95) 

５０～５９歳
(n=96) 

６０～６９歳
(n=112) 

７０歳以上
(n=68) 

そう思う どちらかといえばそう思う 

どちらかといえばそう思わない そう思わない 

無回答 
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【全体結果】 

 ②「男性も女性と平等に家事・育児・介護をすべき」という考え方に、『そう思う』の割合

は 78.2％で、全 4 項目中で最も高い割合となった。『そう思わない』は、19.1％となっている。 

 

【性別・年齢階層別】 

 『そう思う』（男性 71.6％、女性 83.7％）の割合は女性の方が 12.1 ポイント高い。『そう

思わない』（男性 24.6％、女性 15.1％）は男性の方が 9.5 ポイント高くなっている 

 年齢別でみると、男女ともに若い年代で『そう思う』の割合が高い傾向が見られる。 

 

【前回調査(平成 23 年度)との比較】 

 

 『そう思う』（今回 78.2％、前回 63.4％）の割合が、前回から 14.8 ポイント増加している。 

  

22.6 

17.8 

26.4 

40.8 

42.0 

40.4 

22.4 

26.7 

19.3 

8.4 

8.7 

7.9 

5.8 

4.8 

6.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全 体

（n=893） 

男 性

（n=393） 

女 性

（n=493） 

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答 
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③子どもが小さいうちは母親が育児に専念すべきである 

 

  

23.8 

25.7 

22.4 

28.2 

18.0 

23.8 

16.9 

28.1 

38.3 

12.5 

18.6 

18.9 

22.9 

24.1 

33.8 

39.5 

40.2 

40.0 

35.9 

38.0 

31.7 

53.8 

43.8 

33.3 

47.9 

39.0 

45.3 

39.6 

33.9 

38.2 

18.6 

16.4 

20.1 

10.3 

22.0 

25.4 

10.8 

16.9 

11.7 

27.1 

16.9 

14.7 

17.7 

29.5 

13.2 

14.7 

14.2 

14.9 

25.6 

22.0 

17.5 

16.9 

5.6 

6.7 

12.5 

22.0 

20.0 

18.8 

11.6 

2.9 

3.4 

3.6 

2.7 

1.6 

1.5 

5.6 

10.0 

3.4 

1.1 

1.0 

0.9 

11.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=860) 

男性(n=366) 

女性(n=478) 

男性１８～２９歳
(n=39) 

３０～３９歳
(n=50) 

４０～４９歳
(n=63) 

５０～５９歳
(n=65) 

６０～６９歳
(n=89) 

７０歳以上
(n=60) 

女性１８～２９歳
(n=48) 

３０～３９歳
(n=59) 

４０～４９歳
(n=95) 

５０～５９歳
(n=96) 

６０～６９歳
(n=112) 

７０歳以上
(n=68) 

そう思う どちらかといえばそう思う 

どちらかといえばそう思わない そう思わない 

無回答 
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【全体結果】 

 ③「子どもが小さいうちは母親が育児に専念すべきである」という考え方に、『そう思う』

の割合は 63.3％で、『そう思わない』は、33.3％となっている。 

 

【性別・年齢階層別】 

 『そう思う』（男性 65.9％、女性 62.4％）の割合と、『そう思わない』（男性 30.6％、女性

35.0％）の割合は男女でほとんど差が見られないが、男女とも『そう思う』の割合が高い結

果となった。 

 年齢別にみると、『そう思う』という割合がすべての年代で過半数を超えている。 

 

【前回調査(平成 23 年度)との比較】 

 

 『そう思う』（今回 63.3％、前回 69.4％）の割合は、前回より 6.1 ポイント減尐している。

『そう思わない』（今回 33.3％、前回 25.4％）が 7.9 ポイント増加している。 

  

29.8 

29.3 

30.2 

39.6 

40.7 

39.1 

14.6 

14.2 

15.0 

10.8 

11.7 

10.1 

5.3 

4.1 

5.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全 体

（n=893） 

男 性

（n=393） 

女 性

（n=493） 

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答 
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④女性は仕事を持つのはよいが、家事・育児はきちんとすべきである 

 

  

19.1 

17.2 

20.3 

28.2 

12.0 

17.5 

12.3 

21.3 

13.3 

12.5 

20.3 

21.1 

17.7 

18.8 

30.9 

43.1 

48.6 

39.3 

41.0 

44.0 

41.3 

63.1 

48.3 

50.0 

54.2 

42.4 

38.9 

41.7 

35.7 

29.4 

19.7 

18.0 

20.9 

20.5 

26.0 

22.2 

15.4 

15.7 

11.7 

25.0 

22.0 

17.9 

22.9 

25.0 

11.8 

15.0 

12.3 

17.4 

10.3 

18.0 

17.5 

7.7 

9.0 

13.3 

8.3 

11.9 

22.1 

16.7 

20.5 

17.6 

3.1 

3.8 

2.1 

1.6 

1.5 

5.6 

11.7 

3.4 

1.0 

10.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=860) 

男性(n=366) 

女性(n=478) 

男性１８～２９歳
(n=39) 

３０～３９歳
(n=50) 

４０～４９歳
(n=63) 

５０～５９歳
(n=65) 

６０～６９歳
(n=89) 

７０歳以上
(n=60) 

女性１８～２９歳
(n=48) 

３０～３９歳
(n=59) 

４０～４９歳
(n=95) 

５０～５９歳
(n=96) 

６０～６９歳
(n=112) 

７０歳以上
(n=68) 

そう思う どちらかといえばそう思う 

どちらかといえばそう思わない そう思わない 

無回答 
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【全体結果】 

 ④「女性は仕事を持つのはよいが、家事・育児はきちんとすべきである」という考え方に、

『そう思う』の割合は 62.2％、『そう思わない』は 34.7％となっている。 

 

【性別・年齢階層別】 

 『そう思う』（男性 65.8％、女性 59.6％）は、男性の方が 6.2 ポイント高く、『そう思わな

い』（男性 30.3％、女性 38.3％）は、女性の方が 8 ポイント高い結果となった。 

年齢別にみると、『そう思う』の割合が、30 歳代（男性 56.0％、女性 62.7％）と 40 歳代

（男性 58.8％、女性 60.0％）は女性より男性の方が低くなっている。 

 

【前回調査(平成 23 年度)との比較】 

 

 『そう思う』（今回 62.2％、前回 70.7％）の割合は 8.5 ポイント減尐している。一方、『そ

う思わない』（今回 34.7％、前回 23.3％）は 11.4 ポイント増加している。 

  

26.9 

25.7 

27.8 

43.8 

51.1 

38.1 

15.1 

10.9 

18.5 

8.2 

7.9 

8.5 

6.0 

4.3 

7.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全 体

（n=893） 

男 性

（n=393） 

女 性

（n=493） 

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答 
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(2)家庭生活等における役割分担 

問４ 家庭内の役割分担について、あなたの家庭では、次の事柄は主に誰が担当していま

すか。項目ごとに○をつけてください。（○はそれぞれ１つだけ） 

 

※ ⑥～⑬については、該当者数を基数に構成比を算出した。  

32.3 

62.1 

32.9 

62.2 

48.8 

38.3 

18.3 

25.1 

12.8 

31.8 

6.3 

34.4 

5.4 

43.8 

21.2 

41.0 

24.8 

30.9 

46.3 

41.2 

40.6 

16.1 

37.2 

10.0 

24.3 

5.8 

15.9 

10.9 

19.8 

8.4 

13.1 

11.9 

33.7 

25.1 

31.8 

22.7 

46.3 

21.7 

26.8 

3.6 

1.7 

2.2 

1.4 
2.9 

0.8 

4.3 
3.5 

26.8 

5.7 

29.2 

11.1 

33.8 

2.6 

2.3 
2.4 

2.1 

2.7 
0.2 

0.4 

1.8 

10.6 

0.4 

6.3 

7.0 

26.4 

1.7 

1.7 

1.6 

1.2 

1.5 

2.5 

2.2 

4.0 

1.9 

2.2 

1.9 

1.5 

1.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

すべて女性が担当している 主に女性が担当し、男性は手伝う程度 

平等に分担している 主に男性が担当し、女性は手伝う程度 

すべて男性が担当している 無回答 

①掃除 (n=860) 

②洗濯 (n=860) 

③買物(食料品、日
常品) (n=860) 

④食事のしたく
(n=860) 

⑤食事の後片づけ 
食器洗い 
(n=860) 

⑥乳幼児の育児
(n=488) 

⑦子どもの教育 
(n=558) 

⑧介護を必要と
する家族の世
話(n=399) 

⑨地域活動(自治会･
子供会･まちづく
り協議会など) 
(n=720) 

⑩PTA など学校行
事の参加 
(n=506) 

⑪親戚づきあい 
(n=399) 

⑫家計の管理
(n=399) 

⑬不動産や車の
購入 (n=399) 
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【全体結果】 

 『女性が担当（「すべて女性が担当している」「主に女性が担当し、男性は手伝う程度」の

合計比率、以下同）』の割合が高い項目は、④「食事のしたく」（87.0％）、⑥「乳幼児の育児」

（84.6％）、②「洗濯」（83.3％）、⑤「食事の後片付け・食器洗い」（79.7％）、①「掃除」（76.1％）、

③「買物」（73.9％）の順になっている。 

 「平等に分担」の割合が高い項目は、⑪「親戚づきあい」（46.3％）、⑦「子どもの教育」（33.7％）、

⑨「地域活動」（31.8％）、⑬「不動産や車の購入」（26.8％）の順となっている。 

 『男性が担当（「すべて男性が担当している」「主に男性が担当し女性は手伝う程度」の合

計比率、以下同）』の割合が高い項目は、⑬「不動産や車の購入」（60.2％）、⑨「地域活動」

（37.4％）、⑪「親戚づきあい」（35.5％）となっている。 

 

【前回調査との比較】 

※この設問は今回の調査から追加した。 

  



 

- 37 - 

①掃除 

 

  

32.3 

21.9 

40.2 

43.6 

14.0 

27.0 

23.1 

12.4 

21.7 

43.8 

35.6 

46.3 

34.4 

38.4 

44.1 

43.8 

46.4 

42.3 

23.1 

44.0 

41.3 

47.7 

58.4 

50.0 

37.5 

47.5 

42.1 

44.8 

42.9 

36.8 

15.9 

20.2 

12.8 

30.8 

22.0 

20.6 

20.0 

15.7 

18.3 

12.5 

16.9 

7.4 

16.7 

13.4 

10.3 

3.6 

4.6 

2.9 

2.6 

10.0 

3.2 

6.2 

3.4 

3.3 
4.2 

0.0 

4.2 

3.1 

3.6 

1.5 

2.6 

5.5 

0.4 

10.0 

7.9 

3.1 

6.7 

3.3 

0.9 

1.5 

1.7 

1.4 

1.5 

3.4 

3.3 

2.1 

1.0 

0.9 

5.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=860) 

男性(n=366) 

女性(n=478) 

男性１８～２９歳
(n=39) 

３０～３９歳
(n=50) 

４０～４９歳
(n=63) 

５０～５９歳
(n=65) 

６０～６９歳
(n=89) 

７０歳以上
(n=60) 

女性１８～２９歳
(n=48) 

３０～３９歳
(n=59) 

４０～４９歳
(n=95) 

５０～５９歳
(n=96) 

６０～６９歳
(n=112) 

７０歳以上
(n=68) 

すべて女性が担当している 主に女性が担当し、男性は手伝う程度 

平等に分担している 主に男性が担当し、女性は手伝う程度 

すべて男性が担当している 無回答 
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【全体結果】 

 掃除は、『女性が担当』の割合が 76.1％で、そのうち「主に女性が担当し、男性は手伝う程

度」の割合が 43.8％となっている。「平等に分担」は 15.9％、『男性が担当』は 6.2％という

結果となった。 

 

【性別・年齢階層別】 

 『女性が担当』（男性 68.3％、女性 82.5％）は、女性の方が 14.2 ポイント高くなっている。

「平等に分担」（男性 20.2％、女性 12.8％）は、男性の方が 7.4 ポイント高い。 

 年齢別にみると、『平等に分担』の割合が、18～29 歳（男性 30.8％、女性 12.5％）が、他

の年代と比べて男女の差が大きくなっている。また、『男性が担当』は、30 歳代（男性 20.0％、

女性 0％）で男女の差が見られた。 
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②洗濯 

 

  

62.1 

48.4 

72.8 

43.6 

40.0 

38.1 

49.2 

48.3 

68.3 

79.2 

54.2 

72.6 

69.8 

76.8 

82.4 

21.2 

29.5 

15.1 

35.9 

32.0 

38.1 

27.7 

28.1 

18.3 

12.5 

27.1 

18.9 

15.6 

10.7 

7.4 

10.9 

13.1 

9.4 

15.4 

16.0 

17.5 

13.8 

11.2 

6.7 

6.3 

18.6 

7.4 

13.5 

8.0 

2.9 

1.7 

2.7 

0.8 

5.1 

4.0 

6.2 

2.2 

1.1 

2.7 

2.3 

4.9 

0.4 

8.0 

6.3 

3.1 

6.7 

3.3 

0.9 

1.5 

1.7 

1.4 

1.5 

3.4 

3.3 

2.1 

1.0 

0.9 

5.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=860) 

男性(n=366) 

女性(n=478) 

男性１８～２９歳
(n=39) 

３０～３９歳
(n=50) 

４０～４９歳
(n=63) 

５０～５９歳
(n=65) 

６０～６９歳
(n=89) 

７０歳以上
(n=60) 

女性１８～２９歳
(n=48) 

３０～３９歳
(n=59) 

４０～４９歳
(n=95) 

５０～５９歳
(n=96) 

６０～６９歳
(n=112) 

７０歳以上
(n=68) 

すべて女性が担当している 主に女性が担当し、男性は手伝う程度 

平等に分担している 主に男性が担当し、女性は手伝う程度 

すべて男性が担当している 無回答 
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【全体結果】 

 洗濯は、『女性が担当』の割合が 83.3％で、そのうち「すべて女性が担当」については 62.1％

で、③「食事のしたく」に次いで 2 番目に高くなっている。「平等に分担」は 10.9％、『男性

が担当』は 4.0％という結果となった。 

 

【性別・年齢階層別】 

 『女性が担当』（男性 77.9％、女性 87.9％）は、女性の方が 10 ポイント高くなっている。

「すべて女性が担当している」（男性 48.4％、女性 72.8％）は、女性の方が 24.4 ポイント高

く、更に差が大きくなっている。 

 年齢別にみると、女性のすべての年代で『女性が担当』の割合は 80％を越えている。 

  



 

- 41 - 

③買物（食料品、日常品等） 

 

  

32.9 

19.9 

43.1 

28.2 

14.0 

22.2 

15.4 

20.2 

21.7 

52.1 

32.2 

46.3 

38.5 

43.8 

47.1 

41.0 

42.9 

39.3 

48.7 

38.0 

38.1 

44.6 

43.8 

45.0 

31.3 

39.0 

41.1 

44.8 

41.1 

32.4 

19.8 

26.2 

15.1 

23.1 

30.0 

30.2 

29.2 

25.8 

18.3 

14.6 

27.1 

12.6 

12.5 

14.3 

13.2 

2.2 

3.8 

1.0 

10.0 

1.6 

6.2 

1.1 

5.0 

1.7 

3.1 

1.5 

2.4 

5.5 

0.2 

8.0 

7.9 

4.6 

5.6 

5.0 

1.5 

1.6 

1.6 

1.3 

3.4 

5.0 

2.1 

1.0 

0.9 

4.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=860) 

男性(n=366) 

女性(n=478) 

男性１８～２９歳
(n=39) 

３０～３９歳
(n=50) 

４０～４９歳
(n=63) 

５０～５９歳
(n=65) 

６０～６９歳
(n=89) 

７０歳以上
(n=60) 

女性１８～２９歳
(n=48) 

３０～３９歳
(n=59) 

４０～４９歳
(n=95) 

５０～５９歳
(n=96) 

６０～６９歳
(n=112) 

７０歳以上
(n=68) 

すべて女性が担当している 主に女性が担当し、男性は手伝う程度 

平等に分担している 主に男性が担当し、女性は手伝う程度 

すべて男性が担当している 無回答 
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【全体結果】 

 買物（食料品、日用品等）は、『女性が担当』の割合が 73.9％で、そのうち「主に女性が担

当し、男性は手伝う程度」が 41.0％となっている。「平等に分担」は 19.8％、『男性が担当』

は 4.6％という結果となった。 

 

【性別・年齢階層別】 

 『女性が担当』（男性 62.8％、女性 82.4％）は、女性の方が 19.6 ポイント高くなっている。

そのうち「すべて女性が担当している」（男性 19.9％、女性 43.1％）は、男女でおよそ２倍

の差があった。 

 年齢別でみると、「平等に分担」や『男性が担当』の割合が、全ての年代で男性の方が女性

より高い。 
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④食事のしたく 

 

  

62.2 

51.6 

70.9 

59.0 

46.0 

55.6 

43.1 

51.7 

56.7 

81.3 

62.7 

64.2 

68.8 

75.9 

75.0 

24.8 

29.2 

21.1 

30.8 

32.0 

28.6 

29.2 

30.3 

25.0 

14.6 

23.7 

30.5 

24.0 

16.1 

14.7 

8.4 

10.9 

6.5 

10.3 

8.0 

6.3 

23.1 

7.9 

10.0 

4.2 

10.2 

5.3 

6.3 

7.1 

5.9 

1.4 

2.5 

0.6 

8.0 

3.2 

1.5 

1.1 

1.7 

3.4 

1.5 

2.1 

4.6 

0.2 

6.0 

6.3 

3.1 

6.7 

3.3 

1.5 

1.2 

1.1 

0.6 

2.2 

3.3 

1.0 

0.9 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=860) 

男性(n=366) 

女性(n=478) 

男性１８～２９歳
(n=39) 

３０～３９歳
(n=50) 

４０～４９歳
(n=63) 

５０～５９歳
(n=65) 

６０～６９歳
(n=89) 

７０歳以上
(n=60) 

女性１８～２９歳
(n=48) 

３０～３９歳
(n=59) 

４０～４９歳
(n=95) 

５０～５９歳
(n=96) 

６０～６９歳
(n=112) 

７０歳以上
(n=68) 

すべて女性が担当している 主に女性が担当し、男性は手伝う程度 

平等に分担している 主に男性が担当し、女性は手伝う程度 

すべて男性が担当している 無回答 
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【全体結果】 

 食事のしたくは、『女性が担当』の割合が 87.0％で 13 項目の中で最も高く、そのうち「す

べて女性が担当」は 62.2％となっている。「平等に分担」は 8.4％、『男性が担当』は 3.5％と

いう結果となった。 

 

【性別・年齢階層別】 

 『女性が担当』（男性 80.8％、女性 92.0％）は、女性の方が 11.2 ポイント高く、「すべて

女性が担当している」（男性 51.6％、女性 70.9％）は、女性の方が 19.3 ポイント高くなり、

差が更に大きくなっている。 

 年齢別でみると、『女性が担当』の割合は男女ともに 18 歳～29 歳（男性 89.8％、女性 95.9％）

と 40 歳代（男性 84.2％、女性 94.7％）で高くなっている。また、「すべて女性が担当してい

る」は、男性は世代によってばらつきがあるが、女性は 18 歳～29 歳（81.3％）を除くと年

代が上がるにつれて高くなる傾向が見られた。 
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⑤食事の後片付け、食器洗い 
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13.1 

17.5 
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17.5 
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14.6 

13.3 

10.4 

18.6 

10.5 
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8.0 
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4.1 

2.1 

7.7 

4.0 

1.6 

7.7 

3.4 

1.7 

4.2 

5.1 

1.0 

2.7 

1.5 

2.7 

5.7 

0.2 

5.1 

8.0 

6.3 

4.6 

5.6 

5.0 
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1.5 

1.9 

0.8 

1.5 

3.4 

5.0 

1.0 

0.9 

2.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=860) 

男性(n=366) 

女性(n=478) 

男性１８～２９歳
(n=39) 

３０～３９歳
(n=50) 

４０～４９歳
(n=63) 

５０～５９歳
(n=65) 

６０～６９歳
(n=89) 

７０歳以上
(n=60) 

女性１８～２９歳
(n=48) 

３０～３９歳
(n=59) 

４０～４９歳
(n=95) 

５０～５９歳
(n=96) 

６０～６９歳
(n=112) 

７０歳以上
(n=68) 

すべて女性が担当している 主に女性が担当し、男性は手伝う程度 

平等に分担している 主に男性が担当し、女性は手伝う程度 

すべて男性が担当している 無回答 
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【全体結果】 

食事の後片付け、食器洗いは『女性が担当』の割合は 79.7％で、そのうち「すべて女性が

担当」は 48.8％であり、13 項目中で 3 番目に高くなっている。「平等に分担」は 13.1％、『男

性が担当』は 5.6％という結果となった。 

 

【性別・年齢階層別】 

『女性が担当』（男性 70.8％、女性 86.9％）は女性の方が 16.1 ポイント高くなっている。 

年齢別にみると、「平等に分担」の割合が、男女ともに 30 歳代（男性 32.0％、女性 18.6％）

が他の年代に比べて高くなっている。「主に女性が担当し男性は手伝う程度」は、すべての年

代で女性より男性の方が高くなっている。 
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⑥乳幼児の育児 

 

  

38.3 

29.9 

44.3 

42.1 

20.0 

15.9 

30.0 

41.9 

35.7 

44.4 

24.3 

40.0 

49.0 

51.7 

54.5 

46.3 
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44.0 

47.4 

43.3 

63.6 

50.0 

48.8 

42.9 

44.4 

56.8 

49.2 

41.2 

40.0 

30.3 

11.9 

16.2 

8.8 

10.5 

36.7 

18.2 

20.0 

2.3 

10.7 

7.4 

18.9 

10.8 

3.9 

5.0 

9.1 

0.8 
1.0 

0.7 

2.3 

2.3 

3.7 

2.0 

0.2 

0.4 

2.0 

2.5 

2.5 

1.8 

4.7 

10.7 

2.0 

3.3 

6.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=488) 

男性(n=204) 

女性(n=273) 

男性１８～２９歳
(n=19) 

３０～３９歳
(n=30 

４０～４９歳
(n=44) 

５０～５９歳
(n=40) 

６０～６９歳
(n=43) 

７０歳以上
(n=28) 

女性１８～２９歳
(n=27) 

３０～３９歳
(n=37) 

４０～４９歳
(n=65) 

５０～５９歳
(n=51) 

６０～６９歳
(n=60) 

７０歳以上
(n=33) 

すべて女性が担当している 主に女性が担当し、男性は手伝う程度 

平等に分担している 主に男性が担当し、女性は手伝う程度 

すべて男性が担当している 該当無し 

無回答 
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【全体結果】 

 「該当なし（372 サンプル）」を除いた 488 サンプルを基数に算出した結果である。 

 乳幼児の育児は、『女性が担当』の割合が 84.6％で高くなっている。「平等に分担」は 11.9％、

『男性が担当』は 1.0％という結果となった。 

 

【性別・年齢階層別】 

 『女性が担当』（男性 80.4％、女性 88.3％）は、男女であまり差がみられなかった。その

うち、「すべて女性が担当」（男性 29.9％、女性 44.3％）と「主に女性が担当し男性は手伝う

程度」（男性 50.5％、女性 44.0％）の女性の割合が半々であるのに対し、男性の割合は、「主

に女性が担当し男性は手伝う程度」の方が高くなっている。 

 年齢別にみると、「平等に分担」は、他の年代と比較すると男女ともに 30 歳代（男性 36.7％、

女性 18.9％）が高くなっている。 
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⑦子どもの教育 

 

18.3 

7.4 

25.7 

14.3 

7.8 

6.4 

10.4 

6.7 

14.3 

27.0 

25.6 

23.4 

30.3 

31.4 

41.2 

43.7 

39.0 

57.1 

44.1 

41.2 

31.9 

56.3 

36.7 

37.1 

43.2 

38.5 

43.8 

37.9 

31.4 

33.7 

40.3 

29.8 

28.6 

52.9 

43.1 

51.1 

25.0 

36.7 

42.9 

24.3 

29.5 

28.1 

28.8 

28.6 

4.3 

6.1 

3.2 

2.9 

7.8 

10.6 

2.1 

10.0 

5.7 

5.4 

4.1 

3.1 

0.4 
0.4 

0.3 

2.1 

1.3 

2.2 

2.2 

1.9 

4.2 

10.0 

1.6 

3.0 

8.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=558) 

男性(n=231) 

女性(n=315) 

男性１８～２９歳
(n=21) 

３０～３９歳
(n=34) 

４０～４９歳
(n=51) 

５０～５９歳
(n=47) 

６０～６９歳
(n=48) 

７０歳以上
(n=30) 

女性１８～２９歳
(n=35) 

３０～３９歳
(n=37) 

４０～４９歳
(n=78) 

５０～５９歳
(n=64) 

６０～６９歳
(n=66) 

７０歳以上
(n=35) 

すべて女性が担当している 主に女性が担当し、男性は手伝う程度 
平等に分担している 主に男性が担当し、女性は手伝う程度 
すべて男性が担当している 該当無し 
無回答 
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【全体結果】 

 「該当なし（302 サンプル）」を除いた 558 サンプルを基数に算出した結果である。 

 子どもの教育は、「平等に分担」の割合が 33.7％で、13 項目中で２番目に高い。『女性が担

当』は 59.5％で、そのうち「主に女性が担当し男性は手伝う程度」が 41.2％である。『男性

が担当』は 4.7％という結果となった。 

 

【性別・年齢階層別】 

 「平等に分担」（男性 40.3％、女性 29.8％）は男性の方が 10.5 ポイント高くなっている。

「すべて女性が担当」（男性 7.4％、女性 25.7％）は女性の方が 18.3 ポイント高くなってい

る。男女で差が見られた。  

年齢別にみると、「すべて女性が担当している」の割合が、18 歳～29 歳（男性 14.3％、女

性 14.3％）以外のすべての年代で男性と女性との間で大きな差が出る結果となっている。 
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⑧介護を必要とする家族の世話 
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21.7 
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14.5 

17.5 
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4.6 
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7.7 

7.5 
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10.0 
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1.8 

5.3 

1.8 

1.7 

1.8 

2.5 

4.0 

5.0 

1.8 

3.0 
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4.6 

3.2 

4.5 

2.5 

6.0 

10.0 

1.8 

5.3 

9.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=399) 

男性(n=173) 

女性(n=218) 

男性１８～２９歳
(n=18) 

３０～３９歳
(n=13) 

４０～４９歳
(n=22) 

５０～５９歳
(n=40) 

６０～６９歳
(n=50) 

７０歳以上
(n=30) 

女性１８～２９歳
(n=23) 

３０～３９歳
(n=10) 

４０～４９歳
(n=40) 

５０～５９歳
(n=55) 

６０～６９歳
(n=57) 

７０歳以上
(n=33) 

すべて女性が担当している 主に女性が担当し、男性は手伝う程度 

平等に分担している 主に男性が担当し、女性は手伝う程度 

すべて男性が担当している 該当無し 

無回答 
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【全体結果】 

 「該当なし（461 サンプル）」を除いた 399 サンプルを基数に算出した結果である。 

 介護を必要とする家族の世話は、『女性が担当』の割合が 65.7％、「平等に分担」は 25.1％

で、『男性が担当』は 5.3％という結果となった。 

 

【性別・年齢階層別】 

 『女性が担当』（男性 51.4％、女性 77.0％）は、女性の方が 25.6 ポイント高く、男女の間

で差が大きくなっている。また、「平等に分担」（男性 37.6％、女性 15.1％）は、男性の方が

22.5 ポイント高く、男女の間で差が大きくなっている。 

 年齢別にみると、「平等に分担」は、30 歳代（男性 53.8％、女性 10.0％）、40 歳代（男性

45.5％、女性 12.5％）、50 歳代（男性 47.5％、女性 14.5％）の男女の間で差が大きい傾向が

見られた。 
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⑨地域活動（自治会・子供会・まちづくり協議会など） 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=720) 

男性(n=307 

女性(n=398) 

男性１８～２９歳
(n=27) 

３０～３９歳
(n=36) 

４０～４９歳
(n=56) 

５０～５９歳
(n=55) 

６０～６９歳
(n=82) 

７０歳以上
(n=51) 

女性１８～２９歳
(n=39) 

３０～３９歳
(n=39) 

４０～４９歳
(n=88) 

５０～５９歳
(n=86) 

６０～６９歳
(n=91) 

７０歳以上
(n=55) 

すべて女性が担当している 主に女性が担当し、男性は手伝う程度 

平等に分担している 主に男性が担当し、女性は手伝う程度 

すべて男性が担当している 該当無し 

無回答 
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【全体結果】 

 「該当なし（140 サンプル）」を除いた 720 サンプルを基数に算出した結果である。 

 地域活動（自治会・子供会・まちづくり協議会）は、『男性が担当』の割合が 37.4％で、「不

動産や車の購入」に次いで 2 番目に高い項目である。「平等に分担」は 31.8％、『女性が担当』

は 28.9％という結果となった。 

 

【性別・年齢階層別】 

 『男性が担当』（男性 46.9％、女性 30.4％）は男性の方が 16.5 ポイント高い。一方、『女

性が担当』（男性 19.2％、女性 36.7％）は女性の方が 17.5 ポイント高くなっている。 

 年齢別にみると、『平等に分担』は、男女ともに 30 歳代（男性 47.2％、女性 38.5％）が高

くなっている。 
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⑩PTA など学校行事の参加 
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2.2 

2.4 

1.8 

4.5 

10.7 

1.8 

3.2 

5.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=506) 

男性(n=210) 

女性(n=285) 

男性１８～２９歳
(n=20) 

３０～３９歳
(n=28) 

４０～４９歳
(n=46) 

５０～５９歳
(n=44) 

６０～６９歳
(n=44) 

７０歳以上
(n=28) 

女性１８～２９歳
(n=30) 

３０～３９歳
(n=28) 

４０～４９歳
(n=74) 

５０～５９歳
(n=56) 

６０～６９歳
(n=63) 

７０歳以上
(n=34) 

すべて女性が担当している 主に女性が担当し、男性は手伝う程度 
平等に分担している 主に男性が担当し、女性は手伝う程度 
すべて男性が担当している 該当無し 
無回答 
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【全体結果】 

 「該当なし（354 サンプル）」を除いた 506 サンプルを基数に算出した結果である。 

 PTA など学校行事の参加は、『女性が担当』の割合が 69.0％、「平等に分担」は 22.7％、『男

性が担当』は 6.1％という結果となった。 

 

【性別・年齢階層別】 

 『女性が担当』（男性 59.6％、女性 76.9％）は女性の方が 17.3 ポイント高く、そのうち、

「すべて女性が担当している」（男性 14.8％、女性 44.6％）は女性の方が 29.8 ポイント高く

なっている。一方、「主に女性が担当し男性は手伝う程度」（男性 44.8％、女性 32.3％）は、

男性方が 12.5 ポイント高い。 

 年齢別にみると、『女性が担当』は、18 歳～29 歳以外のすべての年代で、男女の間で差が

大きく、30 歳代（男性 32.1％、女性 82.1％）が最も大きくなっている。 
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⑪親戚づきあい 

 

  

6.3 

1.7 

9.7 

3.1 

2.2 

1.7 

1.1 

3.4 

13.3 

10.3 

12.0 

7.4 

8.3 

9.0 

10.0 

3.8 

14.4 

6.3 

6.5 

3.3 

3.2 

2.3 

3.4 

11.1 

13.8 

14.1 

13.8 

16.7 

14.9 

46.3 

46.5 

46.6 

71.9 

65.2 

65.0 

34.9 

32.2 

32.8 

57.8 

50.0 

50.0 

44.7 

37.0 

49.3 

29.2 

33.8 

25.6 

12.5 

21.7 

20.0 

49.2 

40.2 

43.1 

17.8 

25.9 

21.7 

30.9 

33.3 

16.4 

6.3 

12.1 

1.9 

6.3 

4.3 

10.0 

11.1 

20.7 

12.1 

2.2 

2.1 

2.8 

3.0 

1.9 

2.0 

1.7 

1.6 

3.4 

5.2 

1.1 

1.9 

7.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=823) 

男性(n=346) 

女性(n=464) 

男性１８～２９歳
(n=32) 

３０～３９歳
(n=46) 

４０～４９歳
(n=60) 

５０～５９歳
(n=63) 

６０～６９歳
(n=87) 

７０歳以上
(n=58) 

女性１８～２９歳
(n=45) 

３０～３９歳
(n=58) 

４０～４９歳
(n=92) 

５０～５９歳
(n=94) 

６０～６９歳
(n=108) 

７０歳以上
(n=67) 

すべて女性が担当している 主に女性が担当し、男性は手伝う程度 
平等に分担している 主に男性が担当し、女性は手伝う程度 
すべて男性が担当している 該当無し 
無回答 
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【全体結果】 

 「該当なし（37 サンプル）」を除いた 823 サンプルを基数に算出した結果である。 

 親戚づきあいは、「平等に分担」の割合が 46.3％で、全 13 項目中で最も高い。『女性が担

当』が 16.3％、『男性が担当』は 35.5％という結果となった 

 

【性別・年齢階層別】 

 「平等に分担」（男性 46.5％、女性 46.6％）は、男女で差はほとんど見られない。『女性が

担当』（男性 5.5％、女性 24.1％）は、女性の方が 18.6 ポイント高い。一方、『男性が担当』

（男性 45.9％、女性 27.5％）は、男性の方が 18.4 ポイント高くなっている。 

年齢別にみると、『男性が担当』は 50 歳代男性（60.3％）、60 歳代男性（60.9％）、70 歳

代男性（55.2％）で高くなっている。女性ではすべての年代で「平等に分担」の割合が高く

なっている。 
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⑫家計の管理 

 

  

34.4 

25.8 

41.5 

38.5 

26.1 

33.9 

20.0 

21.3 

22.0 

44.4 

41.4 

49.5 

35.4 

40.2 

39.4 

24.3 

26.7 

21.8 

30.8 

32.6 

27.4 

23.1 

24.7 

25.4 

31.1 

24.1 

23.2 

20.8 

14.3 

25.8 

21.7 

21.9 

21.6 

17.9 

28.3 

19.4 

24.6 

22.5 

18.6 

17.8 

22.4 

15.8 

26.0 

25.0 

19.7 

11.1 

12.8 

10.0 

7.7 

2.2 

11.3 

18.5 

13.5 

18.6 

6.7 

8.6 

6.3 

11.5 

15.2 

7.6 

7.0 

10.8 

4.0 

5.1 

10.9 

8.1 

12.3 

14.6 

10.2 

3.4 

5.3 

5.2 

3.6 

4.5 

1.5 

1.9 

1.1 

1.5 

3.4 

5.1 

1.0 

1.8 

3.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=847) 

男性(n=360) 

女性(n=472) 

男性１８～２９歳
(n=39) 

３０～３９歳
(n=50) 

４０～４９歳
(n=63) 

５０～５９歳
(n=65) 

６０～６９歳
(n=89) 

７０歳以上
(n=60) 

女性１８～２９歳
(n=48) 

３０～３９歳
(n=59) 

４０～４９歳
(n=95) 

５０～５９歳
(n=96) 

６０～６９歳
(n=112) 

７０歳以上
(n=67) 

すべて女性が担当している 主に女性が担当し、男性は手伝う程度 

平等に分担している 主に男性が担当し、女性は手伝う程度 

すべて男性が担当している 該当無し 

無回答 
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【全体結果】 

 「該当なし（13 サンプル）」を除いた 847 サンプルを基数に算出した結果である。 

 家計の管理は、『女性が担当』の割合が 58.7％で、「平等に分担」は 21.7％、『男性が担当』

は 18.1％という結果となった。 

 

【性別・年齢階層別】 

 『女性が担当』（男性 52.5％、女性 63.3％）は、女性の方が 10.8 ポイント高い。一方、『男

性が担当』（男性 23.6％、女性 14.0％）は、男性の方が 9.6 ポイント高い。「平等に分担」（男

性 21.9％、女性 21.6％）は男女の間に差が見られない。 

 年齢別にみると、『男性が担当』の割合は、50 歳代男性（30.8％）、60 歳代男性（28.1％）、

70 歳代男性（28.8％）で高く、それ以外のすべての年代の男女は、『女性が担当』が過半数

を超えている。 
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⑬不動産や車の購入 

 

  

5.4 

1.7 

8.1 

7.9 

3.3 

1.8 

4.3 

5.2 

10.0 

6.4 

10.4 

9.5 

5.8 

4.9 

6.6 

7.9 

4.3 

3.3 

3.1 

4.7 

7.3 

17.0 

8.6 

5.6 

2.1 

3.8 

9.5 

26.8 

27.2 

26.0 

34.2 

37.0 

46.7 

15.6 

22.1 

14.5 

27.7 

24.1 

28.9 

31.9 

24.5 

15.9 

33.8 

33.8 

34.1 

36.8 

30.4 

26.7 

39.1 

33.7 

36.4 

29.8 

37.9 

33.3 

33.0 

34.0 

36.5 

26.4 

30.4 

23.8 

13.2 

28.3 

20.0 

40.6 

36.0 

34.5 

21.3 

24.1 

22.2 

25.5 

24.5 

23.8 

1.8 

2.0 

1.5 

1.6 

3.5 

5.5 

1.1 

2.8 

4.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=822) 

男性(n=349) 

女性(n=458) 

男性１８～２９歳
(n=39) 

３０～３９歳
(n=50) 

４０～４９歳
(n=63) 

５０～５９歳
(n=65) 

６０～６９歳
(n=89) 

７０歳以上
(n=60) 

女性１８～２９歳
(n=48) 

３０～３９歳
(n=59) 

４０～４９歳
(n=95) 

５０～５９歳
(n=96) 

６０～６９歳
(n=112) 

７０歳以上
(n=68) 

すべて女性が担当している 主に女性が担当し、男性は手伝う程度 
平等に分担している 主に男性が担当し、女性は手伝う程度 
すべて男性が担当している 該当無し 
無回答 
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【全体結果】 

 「該当なし（38 サンプル）」を除いた 822 サンプルを基数に算出した結果である。 

 不動産や車の購入は、『男性が担当』が 60.2％で、全 13 項目の中で最も割合が高い。「平

等に分担」は 26.8％、『女性が担当』は 11.2％という結果であった。 

 

【性別・年齢階層別】 

 『男性が担当』（男性 64.2％、女性 57.9％）は、男性の方が 6.3 ポイント高い。『平等に分

担』（男性 27.2％、女性 26.0％）は、男女で差がほとんど見られない。 

 年齢別にみると、『男性が担当』の割合は、男性の 50 歳代（79.7％）、60 歳代（69.7％）、

70 歳代（70.9％）で高くなっている。 
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３．仕事と生活の調和（ワーク･ライフ･バランス）について 

(1)生活時間について 

問５ あなたの平日の生活時間を次のとおりに分けて考えると、それぞれ平均して何時間

何分くらいになりますか。（日曜・休日などは含めない） 

 

 

  

2時間52分 

6時間46分 

6時間36分 

3時間54分 

1時間15分 

8時間05分 

6時間48分 

4時間22分 

4時間08分 

5時間45分 

6時間28分 

3時間34分 

回答者平均 

男性平均 

女性平均 

1時間45分 

3時間32分 

3時間11分 

2時間53分 

2時間56分 

2時間40分 

9時間29分 

10時間23分 

8時間45分 

8時間21分 

5時間09分 

2時間13分 

6時間38分 

6時間30分 

6時間22分 

6時間27分 

6時間48分 

6時間55分 

3時間57分 

2時間41分 

2時間37分 

3時間22分 

4時間32分 

6時間18分 

１８～２９歳
(n=87) 

３０～３９歳
(n=109) 

４０～４９歳
(n=158) 

５０～５９歳
(n=161) 

６０～６９歳
(n=201) 

７０歳以上
(n=128) 

家事・育児・介護などの時間 収入を得る仕事に使う時間（通勤時間含む） 

睡眠時間 
 

自分の自由になる時間 

①家事･育児･介護などの

時間 

②収入を得る仕事に使う
時間(通勤時間含む) 

③睡眠時間 

④自分の自由になる時間 
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2時間52分 

1時間15分 

4時間08分 

0時間47分 

1時間55分 

1時間17分 

1時間18分 

1時間07分 

1時間04分 

2時間34分 

4時間53分 

4時間26分 

3時間57分 

4時間23分 

4時間03分 

回答者平均 

男性平均 

女性平均 

男性 １８～２９歳 

男性 ３０～３９歳 

男性 ４０～４９歳 

男性 ５０～５９歳 

男性 ６０～６９歳 

男性 ７０歳以上 

女性 １８～２９歳 

女性 ３０～３９歳 

女性 ４０～４９歳 

女性 ５０～５９歳 

女性 ６０～６９歳 

女性 ７０歳以上 

時間（平均） 

①家事・育児・介護などの時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別・年齢階層別】 

「一日の家事・育児・介護等に従事する時間（以下「家事時間」という）」（男性 1 時間 15

分、女性 4 時間 8 分）は、女性の方が、男性の約 3 倍となっている。 

 

【前回調査(平成 23 年度)との比較】 

 

 女性（今回 4 時間 8 分、前回 5 時間 1 分）は 53 分、男性（今回 1 時間 15 分、前回 1 時間

26 分）は 11 分減尐した。 

  

3時間38分 

1時間26分 

5時間1分 

全 体（n=655） 

男 性（n=251） 

女 性（n=401） 

回答者平均 

男性平均 

女性平均 

男性 ７０歳以上 

女性 ７０歳以上 

(n=848) 
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②収入を得る仕事に使う時間（通勤時間含む） 

 

【性別・年齢階層別】 

 「収入を得る仕事に使う時間（通勤時間含む）」（男性 8 時間 5 分、女性 5 時間 45 

分）は、男性の方が 2 時間 20 分上回っている。 

年齢別にみると、18 歳～49 歳では、女性より男性の方が約 3 時間上回っている。 

 

【前回調査(平成 23 年度)との比較】 

 

 全体（今回 6 時間 46 分、前回 8 時間 54 分）で、2 時間 8 分減尐した。  

6時間46分 

8時間05分 

5時間45分 

9時間29分 

10時間23分 

10時間14分 

9時間34分 

6時間56分 

2時間52分 

6時間27分 

7時間26分 

7時間46分 

7時間31分 

3時間44分 

1時間40分 

回答者平均 

男性平均 

女性平均 

男性 １８～２９歳 

男性 ３０～３９歳 

男性 ４０～４９歳 

男性 ５０～５９歳 

男性 ６０～６９歳 

男性 ７０歳以上 

女性 １８～２９歳 

女性 ３０～３９歳 

女性 ４０～４９歳 

女性 ５０～５９歳 

女性 ６０～６９歳 

女性 ７０歳以上 

時間（平均） 

8時間54分 

9時間45分 

8時間4分 

全 体（n=553） 

男 性（n=280） 

女 性（n=272） 

(n=848) 

回答者平均 

男性平均 

女性平均 

男性 ７０歳以上 

女性 ７０歳以上 
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③睡眠時間 

 

【性別・年齢階層別】 

 睡眠時間（男性 6 時間 48 分、女性６時間 28 分）は、男性の方が 20 分上回っている。 

 年齢別にみると、30 歳代以外は女性より男性の方が長い傾向が見られた。 

 

【前回調査(平成 23 年度)との比較】 

 

 男性（今回 6 時間 48 分、前回 7 時間 4 分）と女性（今回 6 時間 28 分、前回 6 時間 44 分）

ともに 16 分減尐した。 

  

6時間36分 

6時間48分 

6時間28分 

6時間55分 

6時間27分 

6時間28分 

6時間43分 

7時間04分 

7時間04分 

6時間23分 

6時間32分 

6時間18分 

6時間16分 

6時間36分 

6時間48分 

回答者平均 

男性平均 

女性平均 

男性 １８～２９歳 

男性 ３０～３９歳 

男性 ４０～４９歳 

男性 ５０～５９歳 

男性 ６０～６９歳 

男性 ７０歳以上 

女性 １８～２９歳 

女性 ３０～３９歳 

女性 ４０～４９歳 

女性 ５０～５９歳 

女性 ６０～６９歳 

女性 ７０歳以上 

時間（平均） 

6時間52分 

7時間4分 

6時間44分 

全 体（n=803） 

男 性（n=351） 

女 性（n=446） 

(n=848) 

 

回答者平均 

男性平均 

女性平均 

男性 ７０歳以上 

女性 ７０歳以上 
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④自分の自由になる時間 

 

【性別・年齢階層別】 

 自分の自由になる時間（男性 4 時間 22 分、女性 3 時間 34 分）は、男性の方が 48 分上

回っている。 

年齢別にみると、40 歳代と 70 歳代は男女で時間の差が大きくなっている。 

 

【前回調査(平成 23 年度)との比較】 

 

 男性（今回 4 時間 22 分、前回 5 時間 4 分）は 42 分、女性（今回 3 時間 34 分、前回 4 時

間 25 分）は 51 分それぞれ減尐した。 

  

3時間54分 

4時間22分 

3時間34分 

4時間08分 

2時間41分 

3時間14分 

3時間47分 

4時間41分 

7時間24分 

3時間49分 

2時間41分 

2時間12分 

3時間06分 

4時間26分 

5時間21分 

回答者平均 

男性平均 

女性平均 

男性 １８～２９歳 

男性 ３０～３９歳 

男性 ４０～４９歳 

男性 ５０～５９歳 

男性 ６０～６９歳 

男性 ７０歳以上 

女性 １８～２９歳 

女性 ３０～３９歳 

女性 ４０～４９歳 

女性 ５０～５９歳 

女性 ６０～６９歳 

女性 ７０歳以上 

時間（平均） 

4時間43分 

5時間4分 

4時間25分 

全 体（n=763） 

男 性（n=331） 

女 性（n=429） 

(n=848) 

 

回答者平均 

男性平均 

女性平均 

男性 ７０歳以上 

女性 ７０歳以上 
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(2)仕事と家庭生活・地域活動などの位置づけ 

問６ 仕事と、家庭生活・地域活動について、どのように位置づけるのが望ましいと思います

か。（○は１つだけ） 

 

  

4.2 

5.2 

3.6 

7.7 

6.0 

1.6 

9.2 

5.6 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=860) 

男性(n=366) 

女性(n=478) 

男性１８～２９歳
(n=39) 

３０～３９歳
(n=50) 

４０～４９歳
(n=63) 

５０～５９歳
(n=65) 

６０～６９歳
(n=89) 

７０歳以上
(n=60) 

女性１８～２９歳
(n=48) 

３０～３９歳
(n=59) 

４０～４９歳
(n=95) 

５０～５９歳
(n=96) 

６０～６９歳
(n=112) 

７０歳以上
(n=68) 

家庭生活・地域活動よりも、仕事に専念する 

家庭生活・地域活動よりも、どちらかといえば仕事を優先させる 

家庭生活･地域活動と仕事を同じように両立させる 

仕事よりも、どちらかといえば家庭生活又は地域活動を優先させる 

仕事よりも、家庭生活又は地域活動に専念する 

わからない 

無回答 
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【全体結果】 

 「どちらも同じように両立させる」が 42.6％で最も高く、次いで「家庭生活・地域活動よ

りも、どちらかといえば仕事を優先させる」が 27.2％となっている。 

 

【性別・年齢階層別】 

 「どちらも同じように両立させる」（男性 36.1％、女性 47.3％）は女性で最も多く、男性

は 2 番目に多くなっている。「家庭生活・地域活動よりも、どちらかといえば仕事を優先させ

る」（男性 36.9％、女性 19.7％）は男性で最も多く、女性は 2 番目に多くなっている。 

 年齢別にみると、女性の 18 歳～59 歳までは、「どちらも同じように両立させる」の割合が

過半数となっている。また、男性の 18 歳～29 歳と 40 歳代は、「家庭生活・地域活動よりも、

仕事に専念する」と「家庭生活・地域活動よりも、どちらかといえば仕事に専念する」の合

計比率（18 歳～29 歳 38.5％、40 歳代 30.2％）より、「どちらも同じように両立させる」（18

歳～29 歳 43.6％、40 歳代 44.4％）の方が高くなっている。 

 

【前回調査との比較】 

※この設問は今回の調査から追加した。 
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(3)男性が家庭生活・地域活動に積極的に参加するために必要なこと 

問７ あなたは、男性が女性とともに家庭生活（家事・育児・介護）、地域活動に積極的に

参加していくためには、どのようなことが必要だと思いますか。 

（○はあてはまるものすべて） 

 

【全体結果】 

 「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかること」が 65.2％で最も高く、次いで

「職場において家庭生活、地域活動に積極的に参加しやすい雰囲気をつくること」が 50.0％、

「労働時間短縮や休暇制度の普及により、仕事以外の時間を多く持てるようにすること」が

40.7％の順となっている。 

 

【性別による結果】 

 項目ごとに男女の割合にほとんど差は見られない。 

 

【前回調査との比較】 

※この設問は今回の調査から追加した。  
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3.6 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80%

全体(n=860) 

男性(n=366) 

女性(n=478) 

夫婦や家族間でのコミュニケーションを
よくはかること 

職場において家庭生活や地域活動に参加
しやすい雰囲気をつくること 

労働時間短縮や休暇制度の普及により、
仕事以外の時間を多く持てるようにする
こと 

家事などを男女で分担するようなしつけ
や育て方をすること 

男性が家庭生活や地域活動に参加するこ
とについて、男性自身の抵抗感をなくすこ
と 

周りの人が、夫婦の役割分担についての当
事者の考え方を尊重すること 

男性が家庭生活、地域活動に関心を高める
よう啓発や情報提供を行うこと 

わからない 

特にない 

その他 

無回答 
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(4)男性の育児休業・介護休業の取得について 

問８ あなたは、男性が育児休業・介護休業をとることについてどう思いますか。それぞ

れあなたの考えに最も近いものをお選びください。 

①男性の育児休業 
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3.6 

7.4 

74.1 

75.1 

74.1 

74.4 

66.0 

82.5 

76.9 

76.4 

71.7 

70.8 

83.1 

70.5 

79.2 

76.8 

61.8 

6.4 

4.1 

8.2 

2.6 

4.0 

3.2 

4.6 

4.5 

5.0 

4.2 

1.7 

6.3 

5.2 

11.6 

17.6 

5.9 

7.1 

4.6 

5.1 

6.0 

7.9 

4.6 

6.7 

11.7 

2.1 

2.1 

4.2 

6.3 

11.8 

1.2 

1.4 

0.6 

2.2 

5.0 

1.8 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=860) 

男性(n=366) 

女性(n=478) 

男性１８～２９歳
(n=39) 

３０～３９歳
(n=50) 

４０～４９歳
(n=63) 

５０～５９歳
(n=65) 

６０～６９歳
(n=89) 

７０歳以上
(n=60) 

女性１８～２９歳
(n=48) 

３０～３９歳
(n=59) 

４０～４９歳
(n=95) 

５０～５９歳
(n=96) 

６０～６９歳
(n=112) 

７０歳以上
(n=68) 

男性も積極的に取るべき 
男性も取ることは賛成だが、現実的には取りづらいと思う 
女性が取る方がよいので、取る必要はない 
わからない 
無回答 
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【全体結果】 

 「男性も積極的にとるべき」は 12.4％、「男性も取ることには賛成だが、現実的に取りづら

いと思う」は 74.1％、「女性が取る方が良いので、取る必要はない」が 6.4％、「わからない」

は 5.9％という結果となった。 

 

【性別・年齢階層別】 

 「男性も取ることには賛成だが、現実的に取りづらいと思う」（男性 75.1％、女性 74.1％）

の割合は男女とも最も高い。男女の割合にほとんど差は見られなかった。 

 年齢別にみると、「男性も積極的に取るべき」は、男性は 30 歳代（24.0％）、女性は 18 歳

～29 歳（22.9％）と 40 歳代（21.1％）で高くなっている。「男性も取ることには賛成だが、

現実的には取りづらいと思う」は、男性は 40 歳代（82.5％）、女性は 30 歳代 83.1％）で最

も高くなっている。 

 

【前回調査との比較】 

※この設問は今回の調査から追加した。 
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②男性の介護休業 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=860) 

男性(n=366) 

女性(n=478) 

男性１８～２９歳
(n=39) 

３０～３９歳
(n=50) 

４０～４９歳
(n=63) 

５０～５９歳
(n=65) 

６０～６９歳
(n=89) 

７０歳以上
(n=60) 

女性１８～２９歳
(n=48) 

３０～３９歳
(n=59) 

４０～４９歳
(n=95) 

５０～５９歳
(n=96) 

６０～６９歳
(n=112) 

７０歳以上
(n=68) 

男性も積極的に取るべき 
男性も取ることは賛成だが、現実的には取りづらいと思う 
女性が取る方がよいので、取る必要はない 
わからない 
無回答 
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【全体結果】 

 「男性も積極的にとるべき」は 22.7％、「男性も取ることには賛成だが、現実的に取りづら

いと思う」が 66.6％、「女性が取る方が良いので、取る必要はない」が 1.6％、「わからない」

は 7.7％という結果となった。 

 

【性別・年齢階層別】 

 「男性も取ることには賛成だが、現実的に取りづらいと思う」（男性 66.1％、女性 67.8％）

が男女ともに最も高い。男女の割合にほとんど差は見られなかった。 

 年齢別にみると、「男性も積極的に取るべき」の割合が、40 歳代（男性 15.9％、女性 31.6％）

と 50 歳代（男性 15.4％、女性 27.1％）は、他の年代と比べて男性は低く、女性は高くなっ

ている。「男性も取ることには賛成だが、現実的には取りづらいと思う」は男性は 50 歳代

（76.9％）、女性は 60 歳代（76.8％）で高い結果となっている。 

 

【前回調査との比較】 

※この設問は今回の調査から追加した。 
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(5)育児休業・介護休業が取りづらい理由 

問８-１ その理由は何だと思いますか。（○は３つまで） 

【問８で「男性も取ることには賛成だが、現実的には取りづらいと思う」と答えた方が回答】 

 

【全体結果】 

 「取ると仕事上周囲の人に迷惑がかかるから」が 58.0％で最も多く、次いで「職場に取り

やすい雰囲気がないから」が 56.6％、「取ると経済的に困るから」が 39.7％という結果とな

った。 

 

【性別による結果】 

 男女で差はほとんど見られなかった。 

 

【前回調査との比較】 

※この設問は今回の調査から追加した。  
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

全体(n=697) 

男性(n=295) 

女性(n=392) 

取ると仕事上周囲の人に迷惑がかか
るから 

職場に取りやすい雰囲気がないから 

取ると経済的に困るから 

仕事が忙しいから 

周囲に取った男性がいないから 

上司や同僚の理解が得られないから 

取ると人事評価や昇給などに悪い影
響があるから 

その他 

無回答 
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(6)ワーク･ライフ･バランスの効果 

問９ 仕事と生活の調和（ワーク･ライフ･バランス）を推進していくことによる効果につ

いて、あてはまると思うものを３つまでお選びください。（○は３つまで） 

 

【全体結果】 

 「仕事をもつ男女が、子供と関わる時間が増え安心して子供を生み育てることができる」

が最も高く 45.5％、次いで「家事・育児などの役割を男性も担いやすくなり、女性の負担が

尐なくなる」が 36.5％、「長時間労働が減り、心身の健康に良い影響を及ぼす」が 35.9％と

続いている。 

 

【性別による結果】 

 「仕事をもつ男女が、子供と関わる時間が増え安心して子供を生み育てることができる」

（男性 41.8％、女性 48.5％）が男女ともに最も高くなっている。女性の 2 番目は、「長時間

労働が減り、心身の健康に良い影響を及ぼす」（男性 35.5％、女性 36.8％）で、男性の 2 番

目は「家事・育児などの役割を男性も担いやすくなり、女性の負担が尐なくなる」（男性 39.9％、

女性 34.7％）となっている。 

 

【前回調査との比較】※この設問は今回の調査から追加した。  
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女性(n=478) 

仕事を持つ男女が、子供と関わる時間が増え安心し
て子供を産み育てることができる 

家事･育児などの役割を男性も担いやすくなり、女
性の負担が尐なくなる 

長時間労働が減り、心身の健康に良い影響を及ぼす 

労働時間や働き方の柔軟性などの両立環境や、子育
て環境が整い、尐子化の進行を防ぐことができる 

女性の継続就業や希望する職業への再就職が容易
になる 

女性や高齢者など多様な人材が活用できるように
なり、労働力不足の解消につながる 

一人ひとりの仕事への満足度が向上し、能力が十分
に発揮され、効率的な働き方ができるようになる 

ニーズに対応した就業環境を提供し、従業員の意欲
が高まり、人材を確保･定着させることができる 

働く人が地域活動ができるようになり、地域の活性
化等につながる 

自己啓発の時間が増え、能力を高めたり、満足感を
得たりすることができる 

その他 

無回答 
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４．女性の社会参画について 

(1)女性の職業と生活設計についての考え方 

問１０ あなたは、女性の職業と生活設計についてどのように考えますか。（○は１つだけ） 

 

【全体結果】 

 「出産を機に、一時家庭に入るが、育児などが一段落したら再び職業を持つ方がよい」（以

下「子育てによる就労中断型」）が 49.9％で最も高い。次いで「結婚、出産の後も仕事を続け

る方がよい」（以下「就労継続型」）が 34.3％と続いている。 

 

【性別による結果】 

 男女で差はほとんど見られなかった。 
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全体(n=860) 

男性(n=366) 

女性(n=478) 

出産を機に、一時家庭に入るが、育
児などが一段落したら再び職業を持
つ方がよい 

結婚、出産の後も。仕事を持ち続け
る方がよい 

結婚を機に、一時家庭に入るが、育
児などが一段落したら再び職業を持
つ方がよい 

結婚を機に、家庭に入る方がよい 

出産を機に、家庭に入る方がよい 

職業を持たない方がよい 

その他 

無回答 
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【前回調査(平成 23 年度)との比較】 

 

 「就労継続型」（今回 34.3％、前回 42.3％）は、8 ポイント減尐し、「子育てによる就労中

断型」（今回 49.9％、前回 39.9％）は、10 ポイント増加している。 

 その他については、差はほとんど見られなかった。  
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結婚し、出産をするが、仕事を持ち続ける 

出産を機に、仕事をやめて家庭に入るが、
育児などが一段落したら再び仕事に就く 

結婚を機に、仕事を辞めて家庭に入るが、
家事などが一段落したら再び仕事に就く 

出産を機に、仕事を辞めて家庭に入る 

結婚を機に、仕事を辞めて家庭に入る 

仕事には就かない 

その他 

無回答 
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(2)女性が働き続けるために必要なこと 

問１１ あなたは、女性が働き続けるためには、どのようなことが必要だと思いますか。

あてはまるものすべてお選びください。 

 

【全体結果】 

「育児・介護休業制度の充実」が 66.3％で最も高く、次いで「保育サービスなどの設備充

実」が 62.1％、「結婚・出産・育児・介護のために退職した社員の再雇用制度の充実」52.7％

と続いている。 

 

【性別による結果】 

 「女性が働くことに対する家族や周囲の理解と協力」（男性 37.7％、女性 49.4％）は、女

性より男性の方が 11.7 ポイント尐なく、男女の差が最もあった。  

66.3 

62.1 

52.7 

45.8 

43.7 

38.7 

38.5 

25.9 

24.7 

1.5 

0.5 

2.1 

2.3 

62.0 

57.9 

53.0 

43.4 

37.7 

37.4 

36.9 

27.3 

23.2 

1.9 

0.8 

3.6 

1.6 

69.9 

65.9 

52.7 

48.1 

49.4 

40.4 

39.7 

24.7 

25.3 

1.3 

0.2 

1.0 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80%

全体(n=860) 

男性(n=366) 

女性(n=478) 

育児･介護休業制度の充実 

保育サービス(早朝･延長･休日･夜間･病
後児･乳児保育)などの整備充実 

結婚･出産･育児･介護のために退職した
社員の再雇用制度の充実 

介護サービス･施設などの設備充実 

女性が働くことに対する家族や周囲の
理解と協力 

賃金・昇級・昇進・昇格等の男女間格差
解消 

フレックスタイム･在宅勤務など柔軟な
勤務形態の導入 

男性の意識の変化 

女性自身の自覚、意欲･能力の向上 

わからない 

その他 

特にない 

無回答 
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【前回調査(平成 23 年度)との比較】 

 

 「フレックスタイム・在宅勤務などの柔軟な勤務形態の導入」（今回 38.5％、前回 14.0％）

が 24.5 ポイント増加となり、最も差が大きかった。 

女性は「女性が働くことに対する家族や周囲の理解と協力」（今回 49.4％、前回 56.8％）

が 7.4 ポイント減尐しており、「介護サービス・施設などの整備充実」（今回 48.1％、前回 35.1％）

が 13.0 ポイント増加している。  

63.6 

54.0 

51.2 

50.8 

39.5 

34.6 

33.8 

25.1 

24.9 

16.7 

14.0 

2.4 

0.8 

1.1 

3.1 

64.9 

55.0 

52.2 

43.8 

35.4 

33.1 

32.1 

25.7 

23.4 

17.0 

14.8 

3.3 

0.5 

0.5 

4.1 

63.3 

53.8 

50.3 

56.8 

43.2 

35.9 

35.1 

24.9 

26.2 

16.6 

13.6 

1.6 

1.0 

1.4 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80%

全 体（n=893） 

男 性（n=393） 

女 性（n=493） 

育児休業制度の充実 

保育サービス(早朝･延長･休日･夜間･病後
児･乳児保育)等の整備充実 

結婚、出産、育児、介護のために退職した
職員の再雇用制度の充実 

女性が働くことに対する家族や周囲の理
解と協力 

介護休業制度の充実 

給与等の男女間格差解消 

介護サービス･施設などの整備充実 

女性自身の自覚、意欲･能力の向上 

男性の意識の変化 

総労働時間の短縮 

フレックスタイム制の導入 

わからない 

その他 

特にない 

無回答 
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(3)政策・方針決定の場への女性の参画について 

問１２ あなたは、審議会の委員など、政策・方針決定の場に女性が参画することについ

てどう思いますか。（○は１つだけ） 

  

1.6 

2.5 

1.0 

5.1 

2.0 

6.3 

1.5 

1.1 

2.1 

1.7 

2.1 

1.0 

35.8 

39.9 

33.1 

41.0 

40.0 

44.4 

41.5 

37.1 

36.7 

39.6 

37.3 

31.6 

39.6 

28.6 

25.0 

45.5 

40.4 

49.6 

35.9 

40.0 

33.3 

40.0 

49.4 

38.3 

41.7 

54.2 

57.9 

44.8 

46.4 

51.5 

12.8 

12.6 

13.0 

12.8 

16.0 

12.7 

13.8 

5.6 

18.3 

14.6 

3.4 

7.4 

11.5 

20.5 

17.6 

2.0 

3.0 

1.3 

5.1 

2.0 

1.6 

3.1 

4.5 

1.7 

3.4 

2.1 

0.9 

1.5 

2.3 

1.6 

2.1 

1.6 

2.2 

5.0 

2.1 

1.1 

1.0 

3.6 

4.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=860) 

男性(n=366) 

女性(n=478) 

男性１８～２９歳
(n=39) 

３０～３９歳
(n=50) 

４０～４９歳
(n=63) 

５０～５９歳
(n=65) 

６０～６９歳
(n=89) 

７０歳以上
(n=60) 

女性１８～２９歳
(n=48) 

３０～３９歳
(n=59) 

４０～４９歳
(n=95) 

５０～５９歳
(n=96) 

６０～６９歳
(n=112) 

７０歳以上
(n=68) 

男性を上回るほど増える方がよい 
男女半々になるくらいまで増える方がよい 
男女半々まではいかなくても、今より増える方がよい 
今のままでよい 
その他 
無回答 



 

- 82 - 

【全体結果】 

 「男女半々まではいかなくても、今より増える方がよい」が 45.5％で最も高く、次いで「男

女半々になるくらいまで増える方がよい」が 35.8％、「今のままでよい」が 12.8％、「男性を

上回るほど増える方がよい」は 1.6％という結果となった。 

 

【性別・年齢階層別】 

 「男女半々になるくらいまで増える方がよい」（男性 39.9％、女性 33.1％）は 6.8 ポイン

ト男性の方が高く、「男女半々まではいかなくても、今より増える方がよい」（男性 40.4％、

女性 49.6％）は 9.2 ポイント女性の方が高くなっている。 

 年齢別にみると、「今のままでよい」は女性は 30 歳代（3.4％）、男性は 60 歳代（5.6％）

が最も低くなっている。 

 

【前回調査との比較】 

※この設問は今回の調査から追加した。 
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(4)防災・災害・復興の場での女性の参画等について 

問１３ 東日本大震災以降、防災・災害・復興の場において、女性の参画や女性の視点の

必要性が今まで以上に求められるようになってきています。あなたは、次のそれ

ぞれの場において女性の参画や視点の活用が必要であると思いますか。 

 

【全体結果】 

 すべての項目で女性の参画や視点の活用が「必要」の割合が高い結果となった。最も高い

のは、「避難所の設備」（90.9％）であった。「わからない」の割合が、「市町村の防災計画・

復興計画の策定過程への参画」（23.7％）と「地域や職場などでの防災訓練の立案、実施及び

参加」（17.9％）で高くなっている。 

  

【前回調査との比較】 

※この設問は今回の調査から追加した。 

  

74.2 

86.4 

67.4 

90.9 

87.9 

89.7 

87.3 

4.8 

1.6 

5.5 

1.0 

1.2 

1.4 

1.0 

17.9 

8.8 

23.7 

5.0 

7.6 

5.5 

8.1 

3.1 

3.1 

3.4 

3.0 

3.4 

3.5 

3.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必要 不要 わからない 無回答 
(n=860) 

地域や職場などでの防災
訓練の立案、実施及び参加 

家庭や避難所での備蓄品
の検討や準備 

市町村の防災計画･復興計
画の策定過程への参画 

避難所の設備(男女別のト
イレ･更衣室、入浴施設、
授乳室、防犯対策等) 

避難所の運営(運営組織の
役員や妊産婦・幼児等への
配慮等) 

避難所での女性専用物品
支給の際の配慮(下着や生
理用品) 

被災等に対する相談体制 
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５．男女の人権について 

(1)セクシュアル･ハラスメントの経験 

問１４ あなたは身近でセクシュアル・ハラスメント（性的嫌がらせ）を見たり聞いたり、

あるいは自分自身が受けたことや、したことがありますか。 

 

【全体結果】 

 「ない」の割合が 68.7％で最も高く、「見たり聞いたりしたことがある」が 21.9％、「受け

たことがある」が 10.6％、「したことがある」が 1.3％という結果となった。 

  

【性別による結果】 

 「受けたことがある」（男性 2.5％、女性 16.9％）は、女性の方が割合が高くなっている。 

 

【前回調査(平成 23 年度)との比較】 

 

「受けたことがある」という男性（今回 2.5％、前回 2.8％）は 0.3 ポイント減尐しているが、

女性（今回 16.9％、前回 16.2％）は 0.7 ポイント増加している。 

  

68.7 

71.6 

66.9 

21.9 

25.1 

19.5 

10.6 

2.5 

16.9 

1.3 

2.2 

0.6 

21.9 

25.1 

19.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=860) 

男性(n=366) 

女性(n=478) 

ない 見たり聞いたりしたことがある 受けたことがある したことがある 無回答 

85.8 

93.4 

80.1 

10.4 

2.8 

16.2 

3.8 

3.8 

3.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全 体

（n=893） 

男 性

（n=393） 

女 性

（n=493） 

な い 受けたことがある 無回答 
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(2)セクシュアル･ハラスメントの内容 

問１４-１ それはどのような内容でしたか。（○はあてはまるものすべて） 

【問１４で「見たり聞いたりしたことがある」「受けたことがある」「したことがある」と答えた方が回答】 

 

「１見たり聞いたりしたことがある」と回答した方 

 

  

57.4 

35.1 

32.4 

29.3 

22.3 

19.1 

12.2 

4.3 

3.7 

1.6 

59.8 

33.7 

23.9 

26.1 

18.5 

17.4 

15.2 

4.3 

3.3 

54.8 

36.6 

40.9 

32.3 

24.7 

20.4 

9.7 

4.3 

4.3 

3.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

全体(n=188) 

男性(n=92) 

女性(n=93) 

性的な経験・冗談を言ったり、聞い
たりする 

容姿について傷つくようなことを言う 

「女のくせに」「男のくせに」と差別
的な言い方をする 

相手が嫌がっているのに、肩に手を
かけたり、体にさわる 

職場の宴会でお酌やダンスを強要する 

結婚や出産など、プライベートなこ
とについてたびたび聞く 

立場や地位を利用して食事に誘った
り、性的な関係を強要する 

ヌード写真などを見たり、貼ったり
する 

その他 

無回答 
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「２受けたことがある」と回答した方 

 

  

50.5 

40.7 

38.5 

36.3 

18.7 

15.4 

9.9 

1.1 

7.7 

2.2 

44.4 

44.4 

22.2 

33.3 

22.2 

11.1 

11.1 

11.1 

50.6 

40.7 

39.5 

37.0 

18.5 

16.0 

9.9 

1.2 

7.4 

2.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

全体(n=91) 

男性(n=9) 

女性(n=81) 

性的な経験・冗談を言ったり、聞い
たりする 

容姿について傷つくようなことを言う 

「女のくせに」「男のくせに」と差別
的な言い方をする 

相手が嫌がっているのに、肩に手を
かけたり、体にさわる 

職場の宴会でお酌やダンスを強要する 

結婚や出産など、プライベートなこ
とについてたびたび聞く 

立場や地位を利用して食事に誘った
り、性的な関係を強要する 

ヌード写真などを見たり、貼ったり
する 

その他 

無回答 
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「３ したことがある」と回答した方 

 

【全体結果】 

 『見聞きしたことがある』内容は、「性的な経験・冗談を言ったり、聞いたりする」が 57.4％

で最も高い。次いで「容姿について傷つくようなことを言う」（35.1％）「女のくせに、男の

くせにと差別的な言い方をする」（32.4％）、「相手が嫌がっているのに、肩に手をかけたり、

体に触る」（29.3％）と続いている。 

 『受けたことがある』内容は、「性的な経験・冗談を言ったり、聞いたりする」が 50.5％で

最も高い。次いで「容姿について傷つくようなことを言う」（40.7％）、「相手が嫌がっている

のに、肩に手をかけたり、体にさわる」（38.5％）「女のくせに、男のくせにと差別的な言い

方をする」（36.3％）と続いている。 

『したことがある』内容は、「性的な経験・冗談を言ったり、聞いたりする」が 54.5％で最

も高く、次いで容姿について傷つくようなことを言う」（27.3％）と続いている。 

 

54.5 

27.3 

18.2 

9.1 

9.1 

36.4 

75.0 

37.5 

12.5 

12.5 

12.5 

25.0 

33.3 

66.7 

0% 20% 40% 60% 80%

全体(n=11) 

男性(n=8) 

女性(n=3) 

性的な経験・冗談を言ったり、聞い
たりする 

容姿について傷つくようなことを言う 

「女のくせに」「男のくせに」と差別
的な言い方をする 

相手が嫌がっているのに、肩に手を
かけたり、体にさわる 

職場の宴会でお酌やダンスを強要する 

結婚や出産など、プライベートなこ
とについてたびたび聞く 

立場や地位を利用して食事に誘った
り、性的な関係を強要する 

ヌード写真などを見たり、貼ったり
する 

その他 

無回答 
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【性別による結果】 

 『見聞きしたことがある』内容は、「女のくせに、男のくせにと差別的な言い方をする」（男

性 23.9％、女性 40.9％）で、女性の方が 17 ポイント高く、男女の間で最も差があった。 

 『受けたことがある』内容は、「相手が嫌がっているのに、肩に手をかけたり、体に触る」

（男性 22.2％、女性 39.5％）で、女性の方が 17.3 ポイント高く、男女の間で最も差があっ

た。 

 『したことがある』内容は、男性は、「性的な経験・冗談を言ったり、聞いたりする」（75.0％）

が最も高く、女性は、「女のくせに、男のくせにと差別的な言い方をする」（33.3％）が最も

高くなっている。 

 

【前回調査との比較】 

※この設問は今回の調査から追加した。  
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(3)ドメスティック・バイオレンスの経験 

問１５ あなたは、配偶者やパートナーなどからの（への）精神的・身体的暴力（DV：ド

メスティック・バイオレンス）を振るわれたり、振るったりした経験はあります

か。 

 

【全体・性別結果】 

 「経験はない」が 84.5％で最も高く、「振るわれたことがある」は 9.3％、「振るったこと

がある」は 3.1％という結果となった。 

 

【性別による結果】 

 「振るわれたことがある」（男性 4.1％、女性 13.4％）の割合は女性の方が 9.3 ポイント高

く、「振るったことがある」（男性 6.6％、女性 0.6％）は男性の方が 6 ポイント高くなってい

る。 

 

【前回調査(平成 23 年度)との比較】 

 

84.5 

9.3 

3.1 

3.0 

86.1 

4.1 

6.6 

3.3 

83.9 

13.4 

0.6 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=860) 

男性(n=366) 

女性(n=478) 

82.4 

9.2 

5.0 

3.4 

85.5 

2.0 

9.2 

3.3 

80.3 

14.8 

1.6 

3.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（n=893） 

男 性（n=393） 

女 性（n=493） 

経験はない 

精神的・身体的暴力を振るわれたこ
とがある 

精神的・身体的暴力を振るったこと
がある 

無回答 

暴力を振るわれたことがある 

暴力を振るったことがある 

経験はない 

無回答 
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 「振るわれたことがある」という男性（今回 4.1％、前回 2.0％）は 2.1 ポイント増加して

いるが、女性（今回 13.4％、前回 14.8％）は 1.4 ポイント減尐している。「振るったことが

ある』男性（今回 6.6％、前回 9.2％）は 2.6 ポイント、女性（今回 0.6％、前回 1.6％）は 1

ポイントそれぞれ減尐している。 
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(4)ドメスティック・バイオレンスの内容 

問１６ あなたが経験した、配偶者やパートナーなどからの（への）精神的・身体的暴力

（DV：ドメスティック・バイオレンス）はどのようなものでしたか。 

【問１５で「精神的・身体的暴力を振るわれたことがある」もしくは「振るったことがある」と答えた方が回答】 

 

【全体結果】 

 「大声で怒鳴る」が 65.4％で過半数を超え、他の内容と比べて高くなっている。次いで、

「誰のおかげで生活できるんだなどと言う」（20.6％）、「何を言っても無視し続ける」（17.8％）、

「治療が必要とならないくらいの暴力」（16.8％）と続いている。 

  

65.4 

20.6 

17.8 

16.8 

13.1 

12.1 

10.3 

4.7 

1.9 

6.5 

3.7 

74.4 

7.7 

25.6 

15.4 

2.6 

5.1 

5.1 

2.6 

2.6 

2.6 

59.7 

28.4 

13.4 

17.9 

19.4 

16.4 

11.9 

6.0 

3.0 

9.0 

4.5 

0% 20% 40% 60% 80%

全体(=107) 

男性(n=39) 

女性(n=67) 

大声で怒鳴る 

「誰のおかげで生活できるんだ」
などと言う 

何を言っても無視し続ける 

治療が必要とならないくらいの 
暴力 

交友関係や電話を細かく監視する 

性的な行為の強要 

治療が必要となるくらいの暴力 

命の危険を感じるくらいの暴力 

見たくないのに、ポルノ雑誌・ビ
デオを見せる 

その他 

無回答 



 

- 92 - 

【性別による結果】 

 男女ともに「大声で怒鳴る」（男性 74.4％、女性 59.7％）が最も高く、男性の方が 14.7 ポ

イント高くなっている。次いで男性は「何を言っても無視し続ける」（男性25.6％、女性13.4％）、

女性は「誰のおかげで生活できるんだなどと言う」（男性 7.7％、28.4％）と続いている。 

 

【前回調査(平成 23 年度)との比較】 

 

 「治療が必要とならないくらいの暴力」（今回 16.8％、前回 46.5％）は、29.7 ポイント減

尐している。また、男性の「命の危険を感じるくらいの暴力」（今回 2.6％、前回 0％）が今

回は該当があった。 

  

63.8 

22.8 

18.1 

46.5 

12.6 

15.7 

10.2 

9.4 

2.4 

6.3 

0.8 

68.2 

11.4 

18.2 

52.3 

9.1 

4.5 

6.8 

63.0 

29.6 

18.5 

43.2 

14.8 

22.2 

12.3 

13.6 

3.7 

9.9 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80%

全 体（n=127） 

男 性（n=44） 

女 性（n=81） 

大声で怒鳴る 

「誰のおかげで生活できるんだ」
などという 

何を言っても無視し続ける 

治療が必要とならないくらいの 
暴力 

交友関係や電話を細かく監視する 

性的な行為の強要 

治療が必要となるくらいの暴力 

命の危険を感じるくらいの暴力 

見たくないのに、ポルノ雑誌・ビ
デオを見せる 

その他 

無回答 
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(5)ドメスティック・バイオレンスに関する相談状況 

問１７ あなたはこのような行為を受けていることを誰かに相談しましたか。 

【問１５で「精神的・身体的暴力を振るわれたことがある」と答えた方が回答】 

 

(6)ドメスティック・バイオレンスに関する相談先 

問１８ 実際にどこ（だれ）に相談をしましたか。 

【問１７で「相談した」と答えた方が回答】 

 

  

53.8 

36.3 

10.0 

60.0 

33.3 

6.7 

51.6 

37.5 

10.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

全体(n=80) 

男性(n=15) 

女性(n=64) 

72.4 

44.8 

17.2 

13.8 

10.3 

6.9 

100.0 

20.0 

40.0 

20.0 

66.7 

50.0 

20.8 

8.3 

8.3 

8.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=29) 

男性(n=5) 

女性(n=24) 

相談しなかった 

相談した 

無回答 

家族 

友人・知人 

医師・カウンセラーなど 

同じ経験をした人 

家庭裁判所・弁護士・警
察など 

その他 
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(7)ドメスティック・バイオレンスに関する相談をしなかった理由 

問１９ 「相談しなかった」のはなぜですか。 

【問１７で「相談しなかった」と答えた方が回答】 

 

【全体・性別結果】 

 『相談状況』は、「相談した」の割合が 36.3％で、「相談しなかった」の 53.8％よりも 17.5

ポイント低くなっている。 

 性別でみると、「相談した」（男性 33.3％、女性 37.5％）は、男性の方が 4.2 ポイント低く、

「相談しなかった」（男性 60.0％、女性 51.6％）は、女性の方が 8.4 ポイント低くなってい

る。 

 『相談先』は、「家族」が 72.4％で最も高く、次いで「友人・知人」（44.8％）、「医師・カ

ウンセラー」（17.2％）と続いている。 

 性別でみると、男性は「家族」が 100％となっており、次いで「同じ経験をした人」（40.0％）

と続いている。女性では、「家族」が 66.7％で最も高く、次いで「友人・知人」（50.0％）と

なっている。女性で 3 番目に高い「医師・カウンセラー」（20.8％）に、男性が相談先として

回答した人はいなかった。 

 『相談しなかった理由』は、「自分さえ我慢すれば、なんとかこのままやっていけると思っ

たから」が 44.2％で最も高くなっている。次いで「相談するほどのことではないと思ったか

44.2 

39.5 

39.5 

34.9 

20.9 

16.3 

4.7 

2.3 

44.4 

44.4 

55.6 

11.1 

33.3 

22.2 

11.1 

45.5 

39.4 

36.4 

39.4 

18.2 

15.2 

6.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

全体(n=43) 

男性(n=9) 

女性(n=33) 

自分さえ我慢すれば、なんとかこの
ままやっていけると思ったから 

相談するほどのことではないと思っ
たから 

自分にも悪いところがあると思った
から 

相談しても無駄だと思ったから 

恥ずかしくて誰にも言えなかった 
から 

どこ(誰)に相談してよいのかわから
なかったから 

相談したことがわかると、仕返しを
受けたり、もっとひどい暴力を受け
たりすると思ったから 

無回答 
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ら」（39.5％）、「自分にも悪いところがあると思ったから」（39.5％）と続いている。 

 性別でみると、男性は「自分にも悪いところがあると思ったから」（55.6％）が最も高く、

女性は「自分さえ我慢すればなんとかこのままやっていけると思ったから」（45.5％）が最も

高くなっている。 

 

【前回調査(平成 23 年度)との比較】 

・誰かに相談したかどうか 

 

・実際にどこに相談したか 

 

50.0 

37.8 

12.2 

37.5 

50.0 

12.5 

50.7 

37.0 

12.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

全 体（n=82） 

男 性（n=8）  

女 性（n=73） 

61.3 

54.8 

16.1 

6.5 

12.9 

12.9 

6.5 

3.2 

3.2 

50.0 

50.0 

25.0 

25.0 

63.0 

55.6 

14.8 

7.4 

14.8 

11.1 

7.4 

3.7 

3.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

全 体（n=31） 

男 性（n=4） 

女 性（n=27） 

相談した 

相談しなかった 

無回答 

家族 

友人・知人 

医師・カウンセラーなど 

家庭裁判所・弁護士・警察など 

公的機関(相談窓口・電話相談) 

同じ経験をした人 

民間機関など(NPO など民間支
援グループ) 

その他 

無回答 
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・相談しなかったのはなぜか 

 

 男性の「相談した」（今回 33.3％、前回 50.0％）は 16.7 ポイント減尐し、「相談しなかっ

た」（今回 60.0％、前回 37.5％）は 22.5 ポイント増加した。女性は、前回との差はほとんど

見られなかった。  

36.6 

36.6 

22.0 

36.6 

17.1 

19.5 

9.8 

9.8 

2.4 

66.7 

66.7 

33.3 

33.3 

33.3 

35.1 

35.1 

21.6 

35.1 

18.9 

21.6 

8.1 

10.8 

2.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

全 体（n=41） 

男 性（n=3） 

女 性（n=37） 

相談するほどのことではないと
思ったから 

自分さえ我慢すれば、なんとか
このままやっていけると思った
から 

相談しても無駄だと思ったから 

自分にも悪いところがあると思
ったから 

どこ(誰)に相談してよいのかわ
からなかったから 

恥ずかしくてだれにも言えなか
ったから 

相談したことがわかると、仕返
しを受けたり、もっとひどい暴
力を受けたりすると思ったから 

その他 

無回答 
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６．男女共同参画社会に向けた法制度等について 

(1)男女共同参画社会に関する言葉の認知度 

問２０ あなたは、次にあげるものの名称や言葉についてご存じですか。 

 

※⑤「女性活躍推進法」と⑥「燕市男女共同参画推進条例」、⑦「燕市男女共同参画推進計画」

は今回の意識調査から追加した項目。  

5.6 

24.4 

22.2 

12.4 

1.7 

1.2 

1.3 

8.8 

1.7 

1.3 

10.3 

44.7 

59.2 

62.4 

67.4 

33.5 

23.5 

20.1 

24.4 

13.6 

5.9 

43.6 

48.3 

14.7 

13.6 

18.4 

63.0 

73.6 

76.7 

64.9 

82.8 

90.9 

44.3 

1.5 

1.7 

1.7 

1.7 

1.7 

1.7 

1.9 

1.9 

1.9 

1.9 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

内容まで知っている 聞いた事がある 知らない 無回答 

(n=860) 

①男女共同参画社会基本法 

②男女雇用機会均等法 

③育児・介護休業法 

④DV 防止法 

⑤女性活躍推進法 

⑥燕市男女共同参画推進
条例 

⑦燕市男女共同参画基本
計画(燕市男女共同参画
推進プラン) 

⑧ジェンダー 

⑨ポジティブ･アクション 

⑩リプロダクティブ･ヘル
ス/ライツ 

⑪ワーク･ライフ･バランス 
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【全体結果】 

 『内容まで知っている』の割合が高いのは、②「男女雇用機会均等法」24.4％、③「育児・

介護休業法」22.2％、④「ＤＶ防止法」12.4％の順になっている。 

 『聞いたことがある』の割合が高いのは、④「ＤＶ防止法」67.4％、③「育児・介護休業

法」62.4％、②「男女雇用機会均等法」59.2％の順になっている。 

 『知らない』の割合が高いのは、⑩「リプロダクティブヘルス／ライツ」90.9％、⑨「ポ

ジティブ・アクション」82.8％、⑦「燕市男女共同参画推進計画」76.7％、⑥「燕市男女共

同参画推進条例」73.6％の順になっている。 

 

【前回調査(平成 23 年度)との比較】 

 

 ④「ＤＶ防止法」を『内容まで知っている』（今回 12.4％、前回 14.4％）は 2 ポイント減

尐し、⑪「ワーク・ライフ・バランス」を『内容まで知っている』（今回 10.3％、前回 5.9％）

は 4.4 ポイント増加している。その他のことばの認知度は、前回との差はほとんど見られな

かった。  

6.2 

23.7 

21.5 

14.4 

6.2 

1.2 

1.1 

5.9 

41.1 

54.5 

57.3 

59.9 

22.1 

16.1 

7.5 

34.4 

45.5 

14.3 

13.0 

17.9 

62.3 

73.1 

82.6 

51.7 

7.3 

7.4 

8.2 

7.7 

9.5 

9.5 

8.7 

8.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

内容まで知っている 聞いたことがある 知らない 無回答 

①男女共同参画社会基
本法 

②男女雇用機会均等法 

③育児･介護休業法 

④ジェンダー 

⑤DV 防止法 

⑥ポジティブ・アクシ
ョン 

⑦リプロダクティブ･ヘ
ルス/ライツ 

⑧ワーク･ライフ･バラ
ンス 
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(2)男女共同参画社会推進のために市が力を入れるべきことについて 

問２１ あなたは、男女共同参画を進めていくために、今後、市がどのようなことに力を

入れていくべきだと思いますか。（○は３つまで） 

 

  

62.2 

44.9 

28.1 

19.2 

18.7 

17.6 

15.5 

14.7 

13.0 

9.5 

8.6 

2.2 

1.7 

4.7 

56.3 

39.6 

35.0 

20.2 

16.4 

17.5 

16.7 

15.8 

15.3 

13.4 

9.3 

3.8 

3.8 

1.9 

68.4 

49.8 

23.4 

19.0 

21.1 

17.8 

15.1 

14.2 

11.7 

6.9 

8.4 

1.0 

0.2 

4.2 

0% 20% 40% 60% 80%

全体(n=860) 

男性(n=366) 

女性(n=478) 

男女が働き続けることができるための条件
や環境(保育･介護サービスなど)を整備す
ること 
 

仕事と家庭生活などの両立ができるように
企業に働きかけること 

男女共同参画の視点に立った社会制度･慣
行の見直しと意識づくりをしていくこと 

学校等における男女平等教育を推進してい
くこと 

DV やマタニティ･ハラスメントなどの防止
対策を推進するとともに、相談窓口を充実
させること 

就業における均等な機会と待遇を確保する
ように働きかけること 

男女共同参画を理解するために学習機会
を、男女ともに充実させること 

企業や地域団体などに女性を積極的に登用
するよう働きかけること 

市の審議会や管理職など政策決定の場に積
極的に女性を登用すること 

男性に対して男女共同参画の意識啓発をし
ていくこと 

防災･防犯対策および災害復興時における
男女共同参画を推進していくこと 

性と生殖に関する健康と権利に関する認識
を啓発していくこと 

その他 

無回答 
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【全体結果】 

 「男女が働き続けることができるための、条件や環境（保育・介護サービスなど）を整備

すること」が 62.2％で最も高く、次いで「仕事と家庭生活などの両立ができるように企業に

働きかけること」（44.9％）、「男女共同参画の視点に立った社会制度・慣行の見直しと意識づ

くりをしていくこと」（28.1％）と続いている。 

 

【性別による結果】 

 性別でみると、「男女が働き続けることができるための条件や環境（保育・介護サービスな

ど）を整備すること」（男性 56.3％、女性 68.4％）は、女性の方が 12.1 ポイント、「仕事と

家庭生活などの両立ができるように企業に働きかけること」（男性 39.6％、女性 49.8％）は、

女性の方が 10.2 ポイントそれぞれ高くなっている。「男女共同参画の視点に立った社会制度

や慣行の見直しと意識づくりをしていくこと」（男性 35.0％、女性 23.4％）は 11.6 ポイント

男性の方が高くなっている。それ以外の項目は、男女で差はほとんど見られなかった。 

 

【前回調査との比較】 

※この設問は今回の調査から追加した。  
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